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福
岡
県
糸
島
郡
前
原
町
波
多
江
地
区
は
、
江
戸
時
代
に
は
筑
前
国
志
摩
郡
波

多
江
村
と
よ
び
、
福
岡
藩
黒
田
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
。
同
藩
の
大
儒
貝
原
益
軒

の
著
「
筑
前
国
続
風
土
記
」
巻
之
二
十
三
志
摩
郡
の
項
に
は
、
「
波
多
江
」
と

し
て
、
次
の
記
載
が
あ
る
。

0

0

、
、
、
、

箇
記
に
日
、
志
摩
郡
波
多
江
庄
は
、
本
は
波
多
部
と
被
す
。
天
長
三
年
八
月

十
四
日
改
て
波
多
江
と
猜
す
。
上
代
は
此
所
迄
海
辺
に
し
て
、
西
山
岸
根
に

至
迄
入
海
な
り
し
か
、
後
世
に
至
り
埋
り
て
田
と
な
れ
り
。
又
、
此
所
は
も

日
波
多
江
庄
に
つ
い
て

国
波
多
江
地
区
の
波
多
江
諸
家
所
蔵
史
料
に
つ
い
て

四

中
世
土
豪
屋
敷
と
し
て
の
波
多
江
佐
二
氏
宅
地

回 (::) 

波
多
江
氏
の
系
譜

原
田
氏
の
興
亡
と
波
多
江
氏
の
動
向

H

波
多
江
庄
に
つ
い
て

目

次

と
恰
土
郡
の
内
也
。
寛
平
八
年
志
摩
郡
に
属
す
。
天
喜
三
年
八
月
多
久
・
篠

原
を
割
て
伯
土
郡
に
入
ら
る
。
原
田
種
直
か
弟
、
三
郎
種
貞
初
て
此
所
に
住

（昭

8
)
な
ど

こ
の
「
波
多
江
」
に
関
す
る
貝
原
益
軒
の
所
説
は
、

「
大
日
本
地
名
辞
書
」
（
明
治
42)
、
清
水
正
健
「
荘
園
志
料
』

に
継
承
さ
れ
て
、
定
説
の
位
置
を
占
め
て
き
た
。
例
え
ば
、
前
書
は
「
波
多

江
」
の
説
明
を
、
「
周
船
寺
の
西
南
に
接
す
る
村
名
な
り
、
続
風
土
記
云
、
波

（
部
ノ
誤
）

多
江
は
旧
荘
号
に
て
、
又
波
多
郡
と
号
す
、
昔
原
田
種
直
が
弟
三
郎
種
貞
、
其

氏
を
波
多
江
と
称
す
、
種
貞
よ
り
代
々
波
多
江
に
住
す
」
と
記
し
、
後
書
は

「
波
多
江
荘
」
今
郡
中
に
波
多
江
村
存
す
、
の
徴
証
一
と
し
て
、
「
筑
前
続
風

土
記
引
毬
記
日
、
志
摩
郡
波
多
江
荘
は
、
本
は
波
多
部
と
琥
す
、
天
正
三
年
八
月

十
四
日
、
改
て
波
多
江
と
槻
す
」
と
述
べ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
益
軒
の
説
を
そ

の
ま
ま
引
用
し
た
か
の
観
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
益
軒
の
説
が
依
拠
し
た

0

0

（正）

前
出
の
「
佐
記
」
と
は
、
永
禄
十
一
年
(
-
五
六
八
）
波
多
江
上
総
守
種
宗
入
道

崇
含
（
波
多
江
家
二
十
八
代
の
当
主
）
が
著
し
た
「
勘
藷
記
」
と
み
て
よ
い
。

同
書
の
一
節
に
、

波
多
江
庄
者
、
元
恰
土
郡
之
内
也
、
寛
平
八
年
被
入
志
摩
郡
、
天
喜
三
年
八

す。

そ
の
後
、

吉
田
東
伍

す。

是
に
よ
り
て
其
氏
を
波
多
江
と
称
す
。
種
貞
よ
り
代
々
波
多
江
に
住

波

多

江

地

区

史

料

調

壺

報

告
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波
多
江
氏
の
系
譜
お
よ
び
事
蹟
を
知
る
に
は
、
青
柳
種
信
編
「
筑
前
続
風
土

記
拾
遺
」
の
編
集
手
伝
い
を
命
じ
ら
れ
た
児
玉
琢
の
著
書
「
改
正
原
田
靡
」
本

編
八
巻
・
続
編
二
巻
、
そ
の
孫
饂
に
よ
る
「
児
玉
輻
採
集
文
書
』
、
原
田
芳
則
著

「
原
田
正
統
系
譜
』
、
波
多
江
諸
家
に
存
す
る
「
波
多
江
系
図
』
、
「
糸
島
郡
誌
』

な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
右
の
「
改
正
原
田
訛
」
を
原
拠
と
し
て
波
多
江
氏

を
専
論
し
た
も
の
に
、
山
前
四
郎
編
「
波
多
江
氏
族
」
全
が
あ
る
。

で
あ
る
。

口
波
多
江
氏
の
系
譜

月
割
多
久
・
篠
原
被
入
恰
土
郡
、
天
永
二
年
大
蔵
朝
臣
種
房
蒙
朝
恩
領
此

醐
、
正
治
二
年
同
種
貞
篠
原
邑
西
岳
構
小
荘
住
焉
、

と
あ
る
の
が
、

こ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
波
多
江
地
区
の
周
辺
に

は
、
古
来
、
郡
荘
規
模
の
恰
土
庄
の
ほ
か
、
原
田
庄
•
長
野
庄
な
ど
が
存
在
し

た
が
、
波
多
江
庄
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
実
在
を
示
す
史
料
は
、
右
の
「
勘

蕉
記
」
以
外
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
波
多
江
庄
の
立
庄
時
期
や

羅
域
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
な
く
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
お
そ

ら
く
大
蔵
原
田
氏
の
下
に
あ
っ
た
波
多
江
氏
宗
家
の
所
領
を
、
み
ず
か
ら
波
多

江
庄
と
私
称
し
た
と
も
推
察
さ
れ
る
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
「
糸
島
郡
誌
」

（昭
2
)

の
い
う
「
往
昔
波
多
江
と
云
ひ
し
は
、
今
の
波
多
江
の
外
、
池
田
・
高

田
・
太
郎
丸
及
多
久
・
篠
原
の
地
」
を
中
心
に
拡
大
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の

こ
れ
ら
の
諸
文
献
・
史
料
に
よ
れ
ば
、
波
多
江
氏
は
原
田
氏
の
分
流
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
原
田
氏
と
の
関
係
か
ら
見
る
こ
と
に
す
る
。

系
図
」
等
に
よ
れ
ば
、
原
田
氏
の
遠
祖
は
、
後
漢
の
霊
帝
の
曽
孫
、
阿
智
王
と

い
う
。
阿
智
王
は
、
魏
の
興
起
に
よ
っ
て
、
帯
方
郡
に
移
住
し
て
い
た
が
、
応

神
天
皇
の
二
十
年
、
自
己
の
親
族
・
党
類
ら
を
率
い
て
日
本
に
婦
化
し
、
大
和

あ
づ
ま
の
あ
や
の
お
み

高
市
郡
檜
前
村
に
移
っ
て
東
漠
使
主
の
姓
を
賜
わ
り
、
の
ち
十
五
代
の
春
実
に

至
っ
て
大
蔵
朝
臣
の
姓
が
あ
た
え
ら
れ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
、

王
が
孝
徳
天
皇
の
大
化
年
中
に
日
本
に
帰
化
し
て
、
天
皇
よ
り
大
臣
の
礼
を
賜

わ
り
、
高
貴
王
と
称
し
、
播
磨
の
大
蔵
谷
に
代
々
居
住
し
た
た
め
、
大
蔵
を
氏

と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
蔵
春
実
は
、

系
図
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
の
天
慶
三
年
（
九
四

0
)
五
月
、
対
馬
守

に
任
じ
ら
れ
、
藤
原
純
友
の
乱
の
討
伐
の
た
め
小
野
好
古
ら
と
共
に
西
下
し
、

筑
前
博
多
に
お
い
て
戦
功
を
あ
げ
、
征
西
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
豊

前
・
筑
前
・
肥
前
・
対
馬
を
管
領
、
筑
前
御
笠
郡
橡
城
で
九
州
の
兵
馬
の
権
を

に
ぎ
り
、
同
七
年
二
月
、
橡
城
の
麓
、
原
田
に
新
た
に
築
城
（
原
田
城
）
し
て
、

こ
こ
に
居
住
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
春
実
は
原
田
氏
中
興
の
祖
と
も
い

わ
れ
る
が
、
一
般
に
は
そ
の
嫡
子
泰
種
（
大
宰
貫
主
、
長
門
守
）
を
原
田
祖
、
ニ

男
種
章
を
秋
月
祖
、
三
男
種
季
を
美
気
祖
、
四
男
種
門
を
江
上
祖
、
五
男
春
近

を
原
祖
、
六
男
種
通
を
三
原
祖
と
し
て
い
る
。
泰
種
の
後
、
原
田
氏
は
種
光
・

種
弘
・
種
資
・
種
納
・
種
衝
（
一
説
に
「
始
称
原
田
氏
」
）
・
種
雄
・
種
直
と
つ
づ

「
原
田

ば
、
後
漢
献
帝
の
子
昌
武
王
が
南
漠
の
覇
王
と
な
っ
た
後
、
十
四
代
の
阿
多
部

一
説
に
よ
れ

「
原
田

-2-



（
文
治
元
年
、
一
―
八
五
）
豊
前
葺
屋
の
浦
で
源
範
頼
の
軍
に
敗
死
し
た
と
す
る

説
も
あ
る
。
種
貞
の
後
は
、
種
遠
（
波
多
江
太
郎
、
又
号
坂
井
兵
衛
。
寛
元
三
年
三

月
没
）
・
種
純
（
太
郎
入
道
。
建
長
七
年
七
月
没
）
・
種
高
（
次
郎
、
左
近
将
監
。
堀
地

し
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
、

没
年
代
に
つ
い
て
は
誤
り
で
、
彼
は
元
暦
二
年

は
、
種
貞
を
波
多
江
氏
初
代
と
し
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で

波
多
江
諸
家
の
系
図
等
を
み
る
と
、
確
か
に
右
の
説
と
同
じ
く
大
蔵
春
実
を
始

種
は
種
貞
に
改
名
し
た
と
す
る
。
こ
う
し
た
わ
け
で
、

江
と
氏
を
改
め
た
と
い
う
。
な
お
、

「
波
多
江
系
図
」
な
ど
で
は
、
美
気
氏
の

祖
、
種
季
の
後
は
種
主
・
藤
主
・
藤
種
・
種
房
・
公
種
・
種
名
と
つ
づ
き
、
こ

の
間
、
天
永
二
年
(
-
―
―
一
）
五
代
目
の
種
房
が
筑
前
国
波
多
江
庄
を
領
し

己
し
、

=-＝ロ

一
般
に
波
多
江
氏
の
始

祖
は
種
貞
と
い
う
こ
と
で
定
着
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
山
前
四
郎
編
「
波
多

江
氏
族
」
全
で
は
、

世
と
な
す
、
是
れ
普
通
世
に
知
ら
れ
た
る
波
多
江
氏
系
図
に
従
へ
る
な
り
」
と

「
大
蔵
春
実
を
以
て
第
一
世
と
な
し
、
種
貞
を
以
て
第
九

そ
の
列
伝
に
「
第
九
世
種
貞
」
よ
り
書
き
起
こ
し
て
い
る
。
し
か
し
、

め
と
す
る
例
も
あ
る
が
、
後
漢
の
高
祖
光
武
帝
ま
で
渕
ら
せ
る
も
の
、
種
貞
を

初
代
と
す
る
も
の
な
ど
が
あ
っ
て
、

「
波
多
江
系
譜
巻
」
な
ど
に
よ
る
と
、
初
代
の
種
貞
は
波
多
江
別
当
三
郎
と
称

し
、
大
宰
大
監
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
寿
永
二
年
(
-
―
八
三
）
平
家
の
西
海
道

漂
泊
に
際
し
て
奉
公
、
大
い
に
忠
功
を
尽
し
、
嘉
禄
二
年
(
―
ニ
ニ
五
）
に
没

た
と
み
な
し
、
種
名
の
跡
に
は
原
田
種
直
の
弟
、
敦
種
が
養
嗣
子
と
な
り
、
敦

く
が
、
種
直
の
弟
、
敦
種
（
の
ち
種
貞
）
は
美
気
種
名
の
養
嗣
子
と
な
り
、
波
多

嫡
子
基
宗
（
称
太
郎
、
長
門
守
）

・
六
男
宗
能
（
対
馬
守
）
の
六
子
が
あ

・
ニ
男
鎮
種
（
小
次
郎
、
上
総
守
。
元
亀
三
年
吉
井

守
。
寛
正
六
年
一
舌
一
月
没
）
・
種
光
（
兵
庫
助
。

文
明
十
五
年
二
月
没
）

遠
弘
の
た
め
由
井
浜
で
被
害
、

・
種
信
（
五
郎
。

（
次
郎
兵
衛
、
の
ち
種
世
。

正
元
元
年
六
月
没
）
・
種
頼
（
小
次
郎
。
弘
安
五
年
二
月

乾
元
元
年
六
月
没
）
・
種
年
（
次
郎
、
の
ち
主
税
助
。

正
和
元

年
十
月
没
）
・
種
忠
（
小
次
郎
、
の
ち
左
衛
門
尉
。
正
中
二
年
三
月
没
）
・
種
興
（
五
郎
左

衛
門
。
建
武
三
年
に
多
々
羅
浜
合
戦
に
大
功
あ
り
。
暦
応
三
年
二
月
没
）
・
種
家
（
三
郎
、

の
ち
大
炊
助
。
文
和
四
年
十
二
月
没
）

・
種
資
（
雅
楽
助
。
至
徳
一
云
一
年
四
月
没
）
・
種
友

応
安
七
年
足
利
義
満
の
九
州
退
治
下
向
に
際
し
て
征
西
将
軍

宮
方
に
属
し
、
門
司
関
・
大
宰
府
に
て
武
勇
大
功
あ
り
、
菊
池
武
政
の
感
状
う
く
。

二
十
二
年
十
月
没
）
・
種
徳
（
播
磨
守
。
嘉
吉
三
年
七
月
没
）
・
種
夏
（
久
松
丸
、
武
蔵

郎
、
の
ち
左
衛
門
大
夫
。

応
永

・
種
盛
（
惣
五

応
仁
元
年
洛
中
の
大
乱
に
際
し
て
大
内
政
弘
に
属
し
、
赤
松
政

則
•
細
川
元
貞
等
を
討
取
り
大
功
あ
り
。
延
徳
三
年
四
月
没
）
・
種
兼
（
松
千
代
、
若
狭

守
。
文
亀
三
年
四
月
没
）
・
種
広
（
中
務
少
輔
。
永
正
五
年
将
軍
足
利
義
植
の
周
防
山
口

よ
り
上
洛
に
際
し
、
大
内
義
興
に
属
し
て
洛
北
舟
岡
山
で
軍
功
あ
り
。
享
禄
三
年
十
二
月

没
）
・
種
敦
（
藤
若
丸
・
五
郎
、
土
佐
守
・
丹
波
守
。
天
文
十
一
年
正
月
没
）
・
政
宗

（
介
）
カ

（
上
総
守
・
丹
波
守
。
入
道
宗
含
）
と
つ
づ
く
。

政
宗
は
種
宗
と
も
称
し
、
前
出
『
勘
藷
記
」
の
著
者
で
も
あ
る
。
政
宗
に
は

浜
で
戦
死
）
・
三
男
鎮
賢
（
小
三
郎
。
豊
後
在
府
）
•
四
男
種
安
（
四
郎
、
隠
遁
し
て

徳
応
寺
開
師
）

•
五
男
宗
康
（
備
後
守
）

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
家
を
な
す
か
、
ま
た
は
出
家
し
た
。
各
家
の
系
統
を
示
す

、、

と
、
ま
ず
、
嫡
子
基
宗
に
は
、
種
廣
（
左
馬
之
助
。
天
正
十
九
年
七
月
没
）
・
種
則

没）
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口
原
田
氏
の
興
亡
と
波
多
江
氏
の
動
向

に
あ
っ
て
、
各
種
の
戦
闘
に
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。

（
小
次
郎
、
上
総
介
）
・
種
宗
（
平
十
郎
、
左
馬
丞
）
の
三
子
が
あ
り
、

種
栄
（
藤
太
郎
、
の
ち
藤
右
衛
門
。
寛
永
元
年
六
月
没
）
の
直
系
が
現
在
の
波
多
江

大
治
氏
と
な
る
。
種
則
、
種
宗
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
な
お
種
宗

、、

に
は
種
成
（
宇
右
衛
門
）
、
種
和
（
久
右
衛
門
）
の
二
子
が
あ
っ
た
。
次
に
、
鎮
種

に
は
種
顕
（
雅
楽
助
、
小
金
丸
民
部
の
養
子
）
．
基
行
（
次
郎
四
郎
、
父
と
同
じ
く
吉
井

、
、
、

浜
で
戦
死
）
の
二
子
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
鎮
賢
に
は
種
賢
（
丹
波
守
。
初
め
池
田
三

郎
某
賢
と
称
す
）
、
種
時
（
忠
兵
衛
）
の
二
子
、
つ
い
で
種
賢
に
種
連
（
藤
若
丸
、
民

部
少
輔
。
天
正
年
中
の
生
の
松
原
合
戦
に
功
あ
り
。
慶
長
十
九
年
―
一
月
没
）
・
種
好
（
種
遠
、

、
、
、

左
京
進
）
・
基
教
（
四
郎
丘
衛
、
右
祈
亮
）
の
三
子
が
あ
り
、
最
後
に
、
宗
康
に
は
宗

憲
（
備
後
太
郎
左
衛
門
）
・
種
豊
（
彦
次
郎
）
の
二
子
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
波
多

江
氏
一
族
の
分
流
は
非
常
に
多
く
、

こ
れ
ら
が
戦
国
末
期
に
は
原
田
氏
の
麿
下

原
田
氏
中
興
の
祖
、
大
蔵
春
実
が
天
慶
三
年
（
九
四

0
)
五
月
、
藤
原
純
友

り
で
あ
る
。

の
乱
に
西
下
し
て
以
降
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
項
口
で
ふ
れ
た
と
お

そ
の
後
、
寛
仁
三
年

(
1
0
一
九
）
四
月
、
刀
伊
賊
が
対
馬
・
壱

岐
を
へ
て
筑
前
柏
土
・
志
摩
・
那
珂
・
早
良
各
郡
に
侵
入
し
た
と
き
、
原
田
種

光
お
よ
び
嫡
子
種
村
ら
は
防
戦
に
努
め
、

こ
れ
を
よ
く
退
け
た
が
、
種
資
に
い

た
っ
て
従
前
の
御
笠
郡
原
田
城
よ
り
那
珂
郡
岩
門
城
に
移
り
、
岩
門
権
頭
と
も

種
廣
の
子

者
に
は
旧
領
地
の
波
多
江
庄
を
、

後
者
に
は
旧
本
領
の
う
ち
恰
土
を
あ
た
え

四

0
艘
と
戦
い
大
敗
、

い
わ
れ
た
。
嘉
承
元
年
(
―

1
0六
）
十
一
月
、
種
資
は
出
雲
国
の
流
人
で
前

対
馬
守
源
義
親
の
侵
略
を
討
ち
、

盛
の
養
女
（
宗
盛
の
女
）
を
め
と
り
、
大
宰
少
弐
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
治
承
四
年

(
-
―
八

0
)
六
月
、
清
盛
が
後
白
河
法
皇
を
六
波
羅
に
押
籠
め
た
と
き
、
種

、
、
、
、
、

直
は
弟
の
美
気
三
郎
敦
種
（
改
名
し
て
波
多
江
種
貞
）
ら
随
兵
三

0
余
騎
で
こ
れ
を

守
護
し
た
と
い
う
。
壽
永
二
年
（
―
-
八
三
）
平
氏
が
敗
れ
て
、
安
徳
天
皇
を

奉
じ
て
大
宰
府
に
奔
っ
た
と
き
、

種
直
は
二
、

0
0
0
余
騎
を
率
い
て
守
護

し
、
天
皇
を
大
宰
府
か
ら
岩
門
城
に
移
し
、
そ
の
忠
功
に
よ
っ
て
筑
前
守
に
任

じ
ら
れ
た
。
文
治
元
年
（
―
-
八
五
）
二
月
、
種
直
は
弟
種
貞
ら
を
率
い
て
豊

前
葦
屋
浦
で
源
範
頼
の
軍
と
戦
っ
た
が
、
敗
れ
去
り
、
波
多
江
種
貞
は
下
河
辺

庄
司
行
平
に
射
ら
れ
て
戦
死
し
た
の
で
あ
っ
た
。
三
月
の
壇
の
浦
合
戦
で
は
、

種
直
は
菊
池
隆
直
ら
と
三

0
0艘
を
も
っ
て
先
陣
を
承
り
、
源
義
経
の
軍
船
八

だ
。
源
頼
朝
は
戦
後
、
原
田
種
直
・
波
多
江
種
遠
ら
を
鎌
倉
に
幽
閉
し
た
が
、

建
久
元
年
（
―
-
九

0
)
に
は
種
遠
を
、
同
八
年
に
は
種
直
を
赦
免
し
て
、
前

た
。
波
多
江
種
遠
は
、

軍
功
を
あ
げ
、

安
徳
天
皇
は
海
中
に
身
を
投
じ
、
平
氏
一
族
は
滅
ん

そ
の
後
暫
く
鎌
倉
に
在
住
し
て
畠
山
重
保
誅
伐
な
ど
に

正
治
二
年
(
―
二

0
0
)
十
一
月
、
筑
前
波
多
江
庄
に
帰
っ
た
。

原
田
氏
の
勢
威
は
、
平
家
滅
亡
と
種
直
幽
閉
を
契
機
に
、

一
時
急
激
に
衰
退

種
資
よ
り
種
納
・
種
衝
・
種
雄
を
へ
て
種
直
の
代
に
な
る
と
、
彼
は
平
清

る。

大
宰
大
監
・
筑
前
権
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
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元
弘
三
年
(
-
三
三
三
）
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
に
際
し
て
、

と
は
疑
い
を
容
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
た
。
し
か
し
、
種
直
は
、
恰
土
郡
の
鎮
守
高
祖
大
菩
薩
の
社
務
上
原
兵
庫
と

結
ん
で
次
第
に
勢
力
を
挽
回
、
近
辺
を
押
領
し
て
、
筑
前
国
中
に
そ
の
武
威
を

振
る
う
に
い
た
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
波
多
江
氏
の
場
合
に
お
い
て
も
見
ら

れ
る
。
安
貞
二
年
(
―
ニ
ニ
八
）
の
鎌
倉
幕
府
執
権
北
条
泰
時
・
連
薯
同
時
房

の
下
知
状
に
よ
れ
ば
、
幕
府
は
「
筑
前
国
伯
土
郡
庄
内
武
田
中
三
ケ
村
水
田
八

〈
刀
）

十
町
押
領
地
停
止
事
」
と
し
て
、
雷
山
千
如
寺
に
対
す
る
坂
井
五
郎
な
る
者
の

押
領
を
と
ど
め
て
同
寺
の
直
務
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、

三
年
六
月
七
日
、
給
千
如
寺
恰
土
庄
一
郡
安
堵
御
下
文
」
の
趣
意
に
も
と
づ
く

も
の
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

こ
の
坂
井
五
郎
は
波
多
江
種
信
と
推
定
さ
れ
て
お

り
、
お
そ
ら
く
文
治
元
年
後
の
旧
領
没
収
、
寺
領
編
入
の
地
を
、
後
年
に
な
っ

て
実
力
で
回
復
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
、
紛
争
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
よ
り
先
、
承
久
の
乱
で
は
、
原
田
種
直
の
孫
種
秀
が
朝
廷
方
に
味
方
し

て
北
条
軍
と
宇
治
に
戦
い
、
種
秀
以
下
、
池
園
種
直
・
波
多
江
頼
直
•
石
井
資

治
ら
が
敗
死
し
た
。
頼
直
は
波
多
江
種
信
の
弟
で
あ
る
。
こ
の
敗
戦
は
、
原
田

氏
に
は
相
当
な
痛
手
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
孫
種
次
、
種
頼
父
子
は

建
長
五
年
(
―
二
五
三
）
協
力
し
て
高
祖
城
を
築
い
て
い
る
。
蒙
古
襲
来
の
際
、

文
永
の
役
で
は
原
田
種
照
が
奮
戦
し
て
戦
死
し
、
弘
安
の
役
で
は
原
田
種
之
・

種
房
父
子
が
活
躍
、
敵
の
首
級
四

0
0を
高
祖
山
麓
に
埋
め
て
高
麗
寺
を
建
立

し
た
。
波
多
江
氏
の
戦
闘
ぶ
り
を
示
す
文
献
は
な
い
が
、
こ
れ
に
参
加
し
た
こ

九
州
の
少
弐
貞

「
去
文
治

経
・
大
友
貞
宗
•
原
田
種
遠
ら
は
相
議
し
て
鎮
西
探
題
北
条
英
時
を
早
良
郡
姪

浜
の
館
に
攻
め
、
ま
た
そ
の
一
族
を
も
滅
し
て
九
州
を
鎮
定
し
、
そ
の
後
、
少

弐
•
原
田
氏
等
み
な
上
洛
し
た
。

ま
も
な
く
建
武
新
政
が
破
れ
、
建
武
三
年

（
一
三
三
六
）
二
月
、
足
利
尊
氏
が
京
都
か
ら
筑
前
に
奔
り
、
宗
像
・
少
弐
氏

に
助
力
を
求
め
た
と
き
、
原
田
種
時
と
次
男
種
貞
ら
一
族
は
殆
ど
尊
氏
に
味
方

し
た
が
、

嫡
子
種
宗
お
よ
び
波
多
江
種
興
ら
は
菊
池
武
敏
ら
宮
方
に
与
み
し

て
、
三
月
の
多
々
良
浜
の
戦
に
軍
功
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
結
局
は
敗
れ
去

り
、
原
田
種
宗
は
高
祖
へ
は
帰
ら
ず
、
原
家
を
継
い
で
い
る
。
そ
の
後
、
原
田

氏
は
少
弐
氏
と
の
関
係
上
、
武
家
方
（
北
朝
）
に
味
方
し
て
き
た
が
、
延
文
―
―
―
年

（
一
三
五
九
）
菊
池
武
光
が
九
州
探
題
一
色
直
氏
ら
を
京
都
に
奔
ら
せ
る
と
、

少
弐
•
松
浦
・
原
田
氏
ら
は
征
西
将
軍
宮
懐
良
親
王
に
帰
順
し
た
。
し
か
し
翌

年
七
月
、
原
田
種
勝
ら
は
少
弐
氏
を
中
心
と
し
て
叛
き
、
康
安
元
年
(
-
三
六

一
）
の
多
々
良
川
の
戦
後
、
再
び
帰
順
す
る
に
い
た
っ
た
。

貞
治
元
年
(
-
三
六
二
）
＋
月
、
斯
波
氏
経
が
九
州
探
題
と
し
て
下
向
し
た

の
を
機
に
、
大
友
・
少
弐
・
宗
像
•
松
浦
の
諸
氏
と
、
菊
池
武
光
を
中
心
と
す

る
原
田
・
秋
月
・
三
原
・
波
多
江
氏
ら
が
筑
後
金
出
郷
の
長
者
原
に
対
陣
、
菊

池
勢
は
斯
波
氏
経
の
軍
勢
を
破
り
、
さ
ら
に
豊
後
に
こ
れ
を
攻
め
て
京
都
に
奔

ら
せ
た
。
右
の
長
者
原
の
戦
で
は
、
宮
方
の
先
陣
を
つ
と
め
た
原
田
・
秋
月
勢

の
う
ち
波
多
江
忠
直
ら
二

0
0人
が
討
死
し
た
と
い
う
。
こ
こ
に
征
西
将
軍
宮

を
戴
く
菊
池
氏
は
、
九
州
二
島
を
従
え
る
に
い
た
っ
た
。
応
安
四
年
(
-
三
七

一
）
将
軍
足
利
義
満
は
今
川
了
俊
を
九
州
探
題
と
し
て
、
周
防
の
大
内
義
弘
を
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が
、
こ
の
と
き
菊
池
勢
の
波
多
江
種
高
ら
が
戦
死
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
七

松
・
大
内
氏
ら
を
派
遣
し
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
原
田
・
秋
月
・
三
原
・
波
多

江
の
一
党
は
菊
池
氏
に
与
み
し
て
豊
前
門
司
関
に
出
陣
、
幕
府
軍
を
破
っ
て
周

防
の
国
府
へ
退
け
た
。
こ
の
と
き
、
波
多
江
種
友
（
種
世
）
が
大
い
に
戦
功
を
た

て
た
と
い
う
。
し
か
し
、
九
州
の
諸
勢
、
特
に
原
田
氏
以
下
に
動
揺
が
あ
り
、

幕
府
方
に
転
向
し
て
少
弐
氏
の
麿
下
に
入
っ
た
た
め
、
菊
池
氏
は
敗
れ
て
衰
勢

に
む
か
い
、
応
永
三
年
(
-
三
九
六
）
の
大
内
義
弘
に
よ
る
菊
池
、
少
弐
討
伐

に
よ
っ
て
屈
服
す
る
に
い
た
っ
た
。

そ
の
後
、
大
友
親
世
が
家
を
興
し
て
強
大
化
し
、
ま
た
大
宰
少
弐
貞
穎
も
筑

一
方
、
大
内
義
弘
の
没
後
、
そ
の
子
盛
見
は
周

防
・
長
門
・
豊
前
・
筑
前
の
守
護
職
と
な
り
、
永
享
三
年
(
-
四
三
一
）
大
友

氏
の
所
領
で
あ
る
筑
前
糟
屋
郡
の
立
花
城
を
抜
い
た
が
、
恰
土
郡
深
江
の
合
戦

で
敗
死
し
た
。
こ
の
と
き
、
原
田
種
泰
は
大
内
氏
を
援
け
て
い
る
。
し
か
し
、

盛
見
の
次
弟
持
世
は
大
友
、
少
式
を
抑
え
て
、
大
内
氏
の
勢
威
大
い
に
振
る
っ

た
。
嘉
吉
元
年
(
-
四
四
一
）
赤
松
満
祐
が
将
軍
足
利
義
教
を
殺
害
、
こ
こ
に
原

一
方
、
種
泰
は
大
宰
少
弐
教

頼
が
幕
府
の
命
で
大
内
氏
の
追
討
を
う
け
る
と
、
大
内
氏
を
助
け
て
教
頼
を
破

っ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
肥
前
・
筑
前
の
武
士
は
み
な
大
内
氏
に
属
し
、
九
州

探
題
渋
川
教
直
が
姪
浜
城
、
原
田
種
泰
が
高
祖
城
、
秋
月
種
繁
が
秋
月
城
、
筑
紫

田
種
泰
は
満
祐
を
播
磨
に
攻
め
て
自
殺
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
が
、
柏
土
郡
の
王

原

田

隆

種

こ
こ
に
陶
、
大
友
両

前
・
肥
前
の
こ
と
を
掌
っ
た
。

年
、
義
満
は
み
ず
か
ら
九
州
平
定
の
た
め
進
発
せ
ん
と
し
て
、
ま
ず
山
名
・
赤

副
え
て
下
向
さ
せ
、

菊
池
勢
と
筑
後
に
戦
い
こ
れ
を
高
良
山
に
後
退
さ
せ
た

教
門
が
原
田
城
に
そ
れ
ぞ
れ
割
拠
し
て
、
筑
前
を
割
領
す
る
形
勢
を
示
し
た
。

応
仁
の
乱
の
勃
発
に
際
し
、
原
田
種
親
は
、
大
内
政
弘
の
催
促
に
よ
っ
て
一

家
の
種
家
、
波
多
江
種
盛
以
下
の
同
族
・
国
人
衆
を
率
い
て
上
洛
し
、
西
軍
の

山
名
宗
全
に
協
力
、

ヽ

も
ら
い

そ
の
軍
功
に
よ
っ
て
親
種
の
子
五
郎
は
大
内
政
弘
の
緯
を

原
田
弘
種
と
称
し
た
。

く
だ
っ
て
明
応
五
年
(
-
四
九
六
）
、
少
弐

政
資
が
恰
土
郡
に
押
寄
せ
て
高
祖
城
を
攻
囲
し
た
と
き
、
郡
内
の
武
士
は
防
禦

に
努
め
、
大
内
義
興
の
来
援
に
よ
っ
て
危
急
を
脱
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
原
田

興
種
は
、
大
内
氏
の
幕
下
と
し
て
毎
年
周
防
山
口
に
参
勤
し
て
い
る
が
、
永
正

八
年
(
-
五
―
一
）
八
月
、
将
軍
足
利
義
手
を
戴
く
大
内
義
興
と
、

す
る
細
川
政
賢
が
洛
北
の
舟
岡
山
に
戦
っ
た
と
き
、
興
種
は
波
多
江
種
広
・
小

金
丸
種
蓮
ら
を
率
い
て
先
鋒
に
進
み
、
政
賢
を
討
ち
滅
ぽ
し
て
、
義
手
よ
り
軍

功
を
賞
す
る
感
状
を
あ
た
え
ら
れ
、
所
領
を
加
増
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対

天
文
二
十
年
(
-
五
五
一
）
九
月
、
大
内
義
隆
が
そ
の
家
臣
陶
晴
賢
に
襲
わ

れ
て
自
殺
す
る
と
、
晴
賢
が
山
口
城
主
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
内
氏
の
旧
臣

が
服
従
せ
ぬ
た
め
、
翌
年
一
＿
一
月
、
晴
賢
は
豊
後
の
大
友
義
鎮
の
弟
八
郎
を
大
内

義
長
と
称
さ
せ
、
晴
賢
・
義
鎮
相
結
ん
で
近
国
を
支
配
し
た
が
、

（
入
道
了
栄
）
が
義
隆
の
恩
顧
を
癌
っ
て
陶
氏
に
服
さ
ず
、

氏
は
部
将
を
派
遣
し
て
原
田
氏
を
攻
撃
さ
せ
た
。

丸
・
西
•
森
田
・
庄
崎
氏
の
ほ
か
、
早
良
・
糟
屋
郡
の
原
田
旧
盟
の
国
人
等
が

約
を
破
っ
て
陶
側
に
与
み
し
た
た
め
、
二
十
二
年
四
月
隆
種
の
高
祖
城
は
陥
っ

た
。
こ
の
た
め
隆
種
は
蟄
居
し
て
時
の
い
た
る
を
待
ち
、
弘
治
元
年
(
-
五
五
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で
そ
の
指
揮
を
う
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

す
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
波
多
江
氏
も
原
田
氏
と
同
様
、
大
友
氏
の
勢
力
圏
内

五
）
陶
晴
賢
が
毛
利
元
就
に
攻
め
滅
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
高
祖
城
に
遠
っ
た
。

同
年
三
月
、
大
内
義
長
も
元
就
に
よ
っ
て
山
口
を
攻
略
さ
れ
る
と
、
豊
・
筑
・

友
氏
の
魔
下
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
次
の
史
料
は
、
永
禄
六
年
(
-
五
六
三
）

十
一
月
、

大
友
宗
麟
が
波
多
江
政
宗
（
ま
た
は
二
男
の
鎮
種
）

に
あ
た
え
た
感
状

山
前
一
日
雷
山
欲
令
放
火
盗
賊
張
本
井
党
類
等
尋
捜
揃
取
、
政
所
江
被
渡
之

由
、
心
掛
之
段
神
妙
候
、
恐
々
謹
言
、

（永禄六年力）

十
一
月
十
二
日

（
政
宗
又
ハ
鎮
種
）

波
多
江
上
総
守
殿

宗
麟
（
花
押
）

右
の
文
面
の
「
政
所
」
と
は
、
大
友
氏
が
志
摩
郡
に
お
い
た
両
政
所
（
柑
子
岳

の
臼
杵
氏
を
東
政
所
、
小
金
丸
親
山
の
日
野
氏
を
西
政
所
と
い
う
）
の
い
ず
れ
か
を
指

当
時
、
筑
前
御
笠
郡
の
岩
屋
城
主
高
橋
元
種
は
、
大
友
宗
麟
に
怨
恨
を
い
だ

き
、
宝
満
山
に
拠
っ
て
叛
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
。
時
に
原
田
隆
種
、
病
い
と
称

し
て
出
兵
せ
ず
、
密
か
に
毛
利
元
就
と
通
じ
て
大
友
氏
に
叛
き
、
永
禄
十
年
九

月
に
は
、
波
多
江
氏
ら
の
協
力
を
得
て
、
大
友
幕
下
の
西
鎮
兼
を
恰
土
郡
長
石

村
の
宝
珠
岳
城
に
攻
め
滅
ぽ
し
た
。
翌
十
一
年
四
月
、
大
友
方
の
戸
次
鑑
連
・

臼
杵
鑑
速
・
吉
弘
鑑
理
ら
と
、
毛
利
に
与
み
す
る
立
花
鑑
載
・
高
橋
鑑
種
•
原

田
了
栄
の
子
親
種
ら
と
が
、
立
花
城
を
中
心
と
し
て
攻
防
を
展
開
し
、
同
城
は

で
あ
る
。

肥
の
大
内
氏
所
領
は
す
べ
て
大
友
氏
の
支
配
下
に
入
り
、
隆
種
も
ま
た
暫
く
大

守
・
同
長
門
守
は
波
多
江
政
宗
の
子
鎮
種
・
基
宗
を
指
し
て
い
る
。

の
四
男
で
、
兄
た
ち
の
死
に
よ
っ
て
了
栄
の
相
続
人
と
な
る
。
波
多
江
上
総

同

人
佐
を
討
ち
取
っ
た
。
時
に
八
月
二
日
、
第
一
次
生
の
松
原
の
合
戦
で
あ
る
。

大
友
方
の
手
中
に
陥
ち
た
。
こ
の
間
、
了
栄
は
大
友
方
に
参
加
せ
ん
と
し
た
柑

子
岳
城
主
臼
杵
鎮
廣
の
虚
を
つ
い
て
同
城
を
収
め
た
が
、
臼
杵
は
途
中
引
き
返

し
て
、

こ
れ
を
奪
回
、
両
者
の
対
立
は
激
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
一
方
、
同

年
夏
、
竜
造
寺
隆
信
が
筑
前
伯
土
郡
に
侵
入
、
了
栄
は
波
多
江
氏
ら
と
鹿
家
峠

に
防
い
だ
が
利
あ
ら
ず
、

そ
の
孫
五
郎
を
人
質
と
し
て
和
を
講
じ
た
。
つ
い

で
、
大
友
方
の
手
中
に
あ
る
立
花
城
の
奪
回
戦
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
に
参
加
し

た
原
田
親
種
は
敗
れ
て
高
祖
城
へ
走
っ
た
。
父
の
了
栄
は
、

い
そ
ぎ
原
田
親
秀

入
道
に
兵
一
―
-
、

0
0
0
余
を
も
っ
て
生
の
松
原
に
救
援
に
赴
か
せ
た
。
こ
の
と

き
波
多
江
鎮
種
・
基
宗
・
宗
康
お
よ
び
種
賢
も
参
加
、
敵
方
の
戸
次
勢
、
後
藤

隼
人
佐
以
下
四
、

0
0
0人
と
対
戦
し
て
、
こ
れ
を
退
け
、
種
賢
（
力
）
は
後
藤
隼

②
昨
日
於
生
松
原
、
親
秀
入
道
依
御
合
力
、
乗
案
利
祝
着
之
至
候
、
猶
残
党

誅
獄
之
儀
、
各
御
助
成
頼
存
候
、

（永禄十一年）

八
月
三
日

波
多
江
上
総
守
殿

恐
々
謹
言
、

親
種
（
花
押
）

長
門
守
殿

右
の
文
面
の
親
秀
入
道
と
は
原
田
了
栄
の
弟
、
武
蔵
守
親
秀
、
親
種
は
了
栄

翌
十
二
年
春
、
大
友
宗
麟
と
竜
造
寺
隆
信
は
和
を
講
じ
、
原
田
了
栄
も
再
び

大
友
氏
の
幕
下
に
入
っ
た
。
同
年
夏
、
毛
利
元
就
の
大
軍
が
豊
前
・
筑
前
に
た
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主
原
田
信
種
領
分
事
」
と
し
て
、
筑
前
一
万
九
、
七
六
三
町
・
筑
後
七
、
三
七

七
町
・
豊
前
六
、

五
ニ
―
町
・
肥
後
一
、
三
七

0
町
・
壱
岐
二
四

0
町
・
対
馬

容
と
な
っ
て
い
る
。

一方、

「
原
田
領
地
石
高
附
」
に
は
、

と
そ
の
換
算
知
行
高
が
記
し
て
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

れ
る
波
多
江
氏
は
、
同
讃
岐
守
五
万
石
・
丹
波
守
三
万
七
、

0
0
0石
・
長
門

守
二
、
六

0
0石
・
右
近
将
監
二
、

0
0
0石
と
あ
る
が
、
し
か
し
一
町
1
1
六

0
石
の
換
算
と
い
い
、
原
田
氏
の
領
域
と
い
い
、
殆
ど
信
憑
性
を
欠
く
記
載
内

「
伯
土
郡
高
祖
城

「
御
家
門
衆
」
に
ふ
く
ま

―町
11
六
0
に
換
算
し
て
、
二
七
三
万

一
四
〇

「
小
倉
山
口
預
之
波
多
江
兵
庫
」
の
名
も
み
え
る
。
同
書
は
後
代
の
記
載

主

中
老
に
は

配
領
域
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
な
お
、

同
書
は
、

引
き
つ
づ
い
て
「
高
祖
侍

押
し
寄
せ
が
、
周
防
国
内
の
内
，
に
よ
っ
て
毛
利
勢
は
本
国
へ
退
却
、

臣
波
多
江
氏
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

③
弐
町
地
事
宛
行
者
也
、

三
町
・
筑
後
国
七
、
三
七
七
町
・
豊
前
国
六
、

計
四
万
五
、

五
一
九
町
（
但
し
、

こ
こ
に

大
友
宗
麟
の
武
威
大
い
に
振
る
い
、
諸
国
の
豪
族
・
国
人
ら
は
す
べ
て
豊
後
府

内
へ
参
勤
・
伺
候
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
の
了
栄
の
波
多
江
左

こ
れ
よ
り
先
、
弘
治
元
年
の
知
行
改
め
と
奥
書
の
あ
る
『
高
祖
家
士
知
行
目

録
」
を
み
る
と
、
ま
ず
「
高
祖
御
所
御
領
」
と
し
て
、
筑
前
国
一
万
九
、
七
六

五
ニ
―
町
・
豊
後
国
一
、
三
七

0
町
・
肥
前
国
五
、
六
八
二
町
・
壱
岐
嶋
二
四

0
町
・
対
馬
嶋
三
五
一
町
、
総

石
）
の
存
在
を
示
し
、
原
田
氏
の
「
御
家
門
衆
」
二

0
人
、
「
御
一
族
衆
」
九
人

「
御
家
門
衆
」
の
波
多
江
氏
の
所

領
は
、
同
讃
岐
守
八
三
町
（
五

0
0石
）
・
丹
波
守
六
一
六
町
（
三
、
七

0
0石
）
．

長
門
守
四
三

0
町
(
―
-
、
六

0
0石
）
・
右
近
将
監
三
一
―

1
0
町
（
二
、

0
0
0石）

て
、
俄
か
に
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
書
よ
り
は
若
干
実
態
に
近
い
も

種
直
二
十
三
代
之
将
、
原
田
弾
正
少
弼
隆
種
入
道
了
栄
・
同
下
野
守
信
種
領

分
」
と
し
て
、

一
円
。
日
十
良
郡

一
円
。
志
摩
郡

（
マ
マ
）

那
珂
郡
之
内
。
肥
前
松
浦
郡
。
同
草
野
郡
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
原
田
氏
の
支

帳
」
と
し
て
、
幕
下
国
士
十
二
人
衆
・
家
門
(
―
二
人
）
・
七
臣
（
七
人
）
・
大

老
（
六
人
）
・
中
老
(
-
四
人
）
・
軍
配
(
?
)
・
役
職
不
知
（
一
人
、
後
略
T
l
)

を
記
し
て
い
る
が
、
右
の
幕
下
国
士
十
二
人
衆
の
な
か
に
は
「
前
原
岳
篠
原
城

波
多
江
丹
後
守
」
、

波
多
江
讃
岐
守
」
、

（
写
し
）

「
波
多
江
高
辻
城
主

の
た
め
か
、
人
名
に
欠
落
の
部
分
が
あ
る
が
、

士
記
」
の
「
原
田
家
中
大
名
小
名
外
様
侍
迄
改
名
附
」
に
よ
っ
て
補
正
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
後
書
で
は
、
中
老
(
―
一
人
）
の
あ
と
に
旗
頭
（
三

人
）
を
お
き
、
先
の
波
多
江
兵
庫
を
旗
頭
の
な
か
に
ふ
く
め
て
い
る
。
こ
の
ほ

永
禄
十
一
年
三
月
十
六
日

波
多
江
左
馬
介
殿

「
原
田
家
系
・
鬼
木
勲
記
」
を
み
る
と
、
「
恰
土
郡
高
祖
本
城
原
田
筑
前
守

了
栄

こ
の
点
は
「
原
田
家

「
恰
土
郡

従
大
川
西
。

の
と
い
え
よ
う
。

と
あ
る
。

こ
の
記
載
に
も
「
天
正
之
頃
之
人
数
」
を
挿
入
し
た
部
分
が
あ
っ

馬
介
に
対
す
る
次
の
土
地
宛
行
状
な
ど
は
、
在
地
領
主
た
る
原
田
氏
と
そ
の
家

、七――

10石
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

一五

0
町、

／
三
万
五
、

六
二
二
町
（
但
し

一反
1
1
六
斗
に
換
算
し
て
、
ニ
―
万
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軍
配
（
三
人
）
・
役
職
不
知
諸
士
（
ニ
ニ
四
人
）
の
氏
名
も
明
記
し
て
い

て
、
後
者
の
な
か
に
波
多
江
内
蔵
之
助
の
名
も
み
え
る
が
、
彼
ら
は
「
従
中
老

以
下
、
地
方
取
候
分
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
大
部
分
が
地
方
知
行
取
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
右
の
両
書
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
き
、
原
田
氏
の
本
・
支
城

配
置
や
一
族
・
家
臣
団
の
構
造
特
質
な
ど
、
か
な
り
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
本
題
か
ら
外
れ
る
の
で
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。

元
亀
二
年
(
-
五
七
一
）
正
月
、
肥
前
松
浦
郡
の
岸
岳
城
主
草
野
鎮
永
（
原
田

了
栄
の
一
一
男
）
と
、
筑
前
伯
土
郡
の
吉
井
城
主
吉
井
隆
光
は
境
界
争
い
の
す
え
、

了
栄
が
深
江
豊
前
守
を
も
っ
て
和
平
を
勧
誘
す
れ
ど
も
応
ぜ
ず
、
鹿
家
峠
を
越

え
て
吉
井
深
江
城
下
を
焼
き
払
っ
た
。
時
に
吉
井
浜
に
野
営
中
の
波
多
江
・
小

金
丸
ら
に
対
し
て
、
草
野
鎮
永
の
軍
磐
が
襲
撃
し
、
波
多
江
鎮
種
・
同
次
郎
四

郎
ら
三
十
六
人
が
戦
死
し
た
が
、
草
野
、
吉
井
ら
は
大
友
宗
麟
の
下
知
に
よ
っ

て
和
睦
し
た
。
一
方
、
同
年
冬
に
は
柑
子
岳
の
政
所
、
臼
杵
鎮
氏
が
原
田
了
栄

の
今
津
毘
沙
門
参
詣
の
帰
途
を
襲
い
、
こ
の
た
め
了
栄
は
池
田
河
原
の
合
戦
に

お
い
て
鎮
氏
以
下
の
首
級
を
あ
げ
た
。
大
友
宗
麟
は
了
栄
に
よ
る
日
杵
鎮
氏
の

滅
亡
を
憤
り
、
原
田
の
創
首
を
要
求
し
た
。
時
に
、
了
栄
の
子
親
種
が
切
腹
、

臼
杵
氏
の
執
事
が
こ
の
首
級
の
引
渡
し
を
求
め
た
た
め
、
了
栄
は
大
い
に
怒
り
、

柑
子
岳
の
奪
取
と
宗
麟
へ
の
反
抗
の
意
志
を
固
め
た
。

天
正
六
年
(
-
五
七
八
）
十
一
月
、
大
友
宗
麟
が
日
向
耳
川
の
戦
で
島
津
義

久
の
軍
に
大
敗
、
他
方
、
竜
造
寺
隆
信
が
筑
前
へ
の
進
出
を
は
か
る
と
、
筑
紫

広
門
・
秋
月
種
実
ら
大
友
氏
に
叛
く
も
の
続
出
し
、
こ
こ
に
原
田
了
栄
も
隆
信

か
ヽ

波
多
江
甚
助
殿

の
勧
誘
に
応
じ
て
、
大
友
幕
下
の
国
人
ら
を
攻
め
た
て
た
。
か
く
し
て
翌
七
年

七
月
、
戸
次
道
雲
ら
大
友
方
の
武
将
は
原
田
氏
の
高
祖
城
攻
略
を
は
か
り
、
寄

手
四
、

0
0
0人
を
も
っ
て
姪
浜
か
ら
乗
船
、
横
浜
に
着
陸
し
よ
う
と
し
た
。

了
栄
は
、
原
田
種
守
・
波
多
江
種
賢
ら
を
鎮
守
の
曲
輪
に
控
え
さ
せ
る
一
方
、

原
田
藤
種
・
深
江
豊
前
守
ら
を
白
石
坂
、
日
向
峠
な
ど
に
差
向
け
、
み
ず
か
ら

曲
輪
に
立
っ
て
指
揮
し
た
。
そ
し
て
、
立
花
勢
を
周
船
寺
河
原
に
退
け
、
さ
ら

に
波
多
江
種
則
ら
が
追
撃
、
生
の
松
原
に
戦
っ
て
大
い
に
こ
れ
を
破
っ
た
。
こ

れ
が
第
二
次
の
生
の
松
原
の
合
戦
で
あ
る
。
つ
い
で
、
了
栄
が
柑
子
岳
城
の
木

付
鑑
実
を
攻
囲
す
る
と
、
立
花
道
雪
は
こ
の
救
援
の
た
め
軍
蟄
一
、
五

0
0人

、
、
、

を
発
し
、
了
栄
が
派
遣
し
た
鬼
木
・
石
井
・
波
多
江
・
小
金
丸
氏
ら
一
、
五
〇

八
月
十
三
日
月
明
の
下
に
戦
闘
を
展
開
し
て
、
両

0
人
と
生
の
松
原
で
対
陣
、

者
痛
み
分
け
の
ま
ま
各
本
城
へ
引
き
返
し
た
。
し
か
も
柑
子
岳
は
同
年
冬
に
開

城
、
志
摩
郡
す
べ
て
が
原
田
氏
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
の

史
料
は
、
了
栄
が
波
多
江
甚
助
に
あ
た
え
た
感
状
で
あ
る
。

山
去
十
四
日
、
立
花
衆
出
張
之
刻
、
於
生
松
原
掛
合
、
両
虎
之
戦
難
決
勝
負

之
慮
、
其
方
以
賢
宜
慮
、
見
合
軽
一
命
遂
一
戦
、
於
鑓
下
宗
徒
之
者
討
取
、

以
其
勢
残
党
不
全
候
事
、
感
悦
候
、
俯
而
二
拾
町
之
事
令
加
増
候
、
所
望

之
地
於
有
之
者
、
志
摩
郡
配
分
之
刻
可
付
候
、
連
々
高
名
数
度
之
手
柄
、

向
後
不
可
在
忘
却
、
弥
無
二
忠
節
可
為
祝
着
候
、
恐
々
謹
言
、

天
正
七
年
八
月
廿
五
日

了
栄
（
花
押
）
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こ
れ
以
外
に
も
、
原
田
了
栄
ま
た
は
子
信
種
よ
り
波
多
江
氏
の
各
自
に
宛
て

、、

た
感
状
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
波
多
江
氏
系
譜
巻
」
の
種
連
の
条

に
「
幼
名
藤
若
丸
、
被
民
部
少
輔
、
（
略
）
天
正
年
間
、
原
田
信
種
輿
立
花
道
雪
、

於
生
松
原
合
戦
之
時
、
有
軍
功
、
従
信
種
賜
感
書
」
と
あ
る
記
事
に
よ
っ
て
も

推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
年
十
一
月
の
筑
前
早
良
郡
油
坂
な
ど
で
の

合
戦
で
軍
功
の
あ
っ
た
波
多
江
種
則
（
種
乗
）
に
対
し
て
、
次
の
感
状
が
あ
た
え

⑤
今
度
於
油
坂
合
戦
之
時
、
敵
数
輩
討
捕
無
比
類
候
段
、
令
感
喜
候
、
弥
可

被
励
軍
忠
儀
肝
要
候
、
俯
如
件
、

天
正
七
年
十
二
月
二
日

（
種
則
）

波
多
江
小
次
郎
殿

原
田
了
栄
の
老
衰
後
、

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
養
子
原
田
信
種
は
、
実
父
で
あ
る
肥
前
の
草
野

鎮
永
入
道
宗
楊
が
原
田
家
の
諸
事
を
進
止
す
る
の
を
原
田
一
族
と
と
も
に
快
し

と
せ
ず
、
こ
れ
を
知
っ
た
肥
前
の
岸
岳
城
主
波
多
信
時
は
草
野
、
原
田
両
家
を

侮
り
、
各
々
の
所
領
の
境
界
に
あ
る
山
川
を
し
ば
し
ば
押
領
し
よ
う
と
し
た
。

時
に
天
正
十
二
年
三
月
、
波
多
、
原
田
両
氏
は
若
干
の
差
縫
れ
を
契
機
に
深
江

で
対
戦
、
信
種
は
波
多
氏
の
軍
勢
を
破
り
、
こ
れ
を
唐
津
に
奔
ら
せ
た
。
次
の

二
史
料
の
う
ち
、
前
者
は
原
田
信
種
が
波
多
江
種
則
（
種
乗
）
・
種
宗
に
あ
た
え

た
知
行
宛
行
状
、
後
者
は
原
田
了
栄
・
信
種
が
種
賢
の
四
男
基
教
に
宛
て
た
知

行
宛
行
状
で
あ
る
。

（
波
多
江
鎮
賢
-

⑥
長
州
入
道
事
、
今
度
於
草
野
戦
死
、
忠
儀
之
至
催
感
涙
候
、
然
者
長
州
一

了
栄

を
抽
ん
じ
た
と
し
て
、
十
町
歩
の
知
行
宛
行
状
を
あ
た
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と

跡
之
内
、
志
摩
郡
志
登
村
水
町
之
儀
、
対
小
次
郎
種
乗
兼
而
譲
状
等
打
渡

麗
之
由
申
之
、
既
左
馬
允
雖
為
本
主
、
譲
状
顕
然
之
上
者
、
不
及
論
小
次

郎
可
被
知
行
候
、
此
外
一
所
無
別
儀
左
馬
允
可
為
領
主
、
対
左
馬
允
相
当

之
地
、
依
忠
節
可
被
宛
行
之
旨
、
種
兼
申
談
候
、
恐
々
謹
言
、

（
原
田
）

信
種
（
花
押
）

為
加
恩
五
町
地
之
事
、
宛
行
記
、
弥
可
被
抽
忠
貞
之
状
、
如
件
、

天
正
十
三
年
八
月
廿
三
日

同
年
三
月
、
竜
造
寺
隆
信
が
肥
前
有
馬
で
薩
摩
軍
に
討
た
れ
る
と
、
肥
後
以

南
の
国
人
が
島
津
氏
の
魔
下
に
属
し
、
九
州
の
形
勢
は
大
き
く
変
貌
し
た
。
と

こ
ろ
が
同
年
秋
、
豊
臣
秀
吉
は
大
友
宗
麟
の
子
義
統
に
使
者
を
送
り
、
西
国
の

武
士
は
す
べ
て
秀
吉
に
従
う
よ
う
に
伝
え
た
が
、
こ
れ
に
応
え
た
の
は
大
友
義

統
・
筑
紫
広
門
・
立
花
統
虎
・
高
橋
紹
運
の
み
で
、
薩
摩
の
島
津
氏
は
秀
吉
を

蔑
視
し
、
筑
前
の
秋
月
種
実
・
原
田
信
種
、
肥
前
の
竜
造
寺
政
家
お
よ
び
筑
後

の
竜
造
寺
幕
下
も
み
な
島
津
氏
に
従
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
同
年
十
一
月
、
原

田
信
種
は
、
次
の
史
料
に
み
る
よ
う
に
、
波
多
江
種
則
が
先
非
を
改
め
て
大
忠

は
、
秀
吉
の
九
州
支
配
と
い
う
新
し
い
動
き
の
な
か
で
、
波
多
江
氏
が
島
津
、

（
基
教
）

波
多
江
四
郎
兵
衛
殿

信
種
了
栄

17) 

天
正
十
二
年
五
月
十
一
日

（
直
則
・
挿
乗
）

波
多
江
小
次
郎
殿

（
種
宗
）

波
多
江
左
馬
允
殿
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て
原
田
一
族
と
国
人
ら
は
徹
底
抗
戦
の
態
勢
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
の
史

大
友
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か
の
問
題
に
直
面
、
動
揺
し
、
結
局
は
原
田
氏
と

信
種
（
花
押
）

行
動
を
共
に
す
る
と
決
意
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

矧
改
先
非
可
抽
大
忠
之
由
二
て
誠
神
妙
之
至
候
、
俯
拾
町
地
之
事
行
者
也
、

弥
可
被
励
懇
忠
之
儀
、
専
―
二
候
、
恐
々
謹
言
、

天
正
十
三
年
十
一
月
十
五
日

（
種
則
）

波
多
江
彦
次
郎
殿

翌
十
四
年
六
月
、
島
津
義
久
は
筑
紫
広
門
・
高
橋
紹
運
を
攻
め
て
、
降
服
ま

た
は
自
殺
に
追
い
こ
み
、
九
州
に
そ
の
勢
威
を
誇
っ
た
。
こ
こ
に
秀
吉
は
、
八

月
、
黒
田
孝
高
•
安
国
寺
恵
瑣
ら
を
先
発
さ
せ
、
ま
た
毛
利
•
吉
川
・
小
早
川

ら
の
諸
軍
勢
に
山
陽
道
を
下
ら
せ
た
。
時
に
原
田
信
種
は
、
島
津
方
に
加
担
し

て
豊
前
小
倉
に
上
方
勢
を
迎
撃
し
よ
う
と
考
え
、
ま
ず
様
子
を
窺
う
た
め
波
多

江
種
貞
・
笠
興
長
を
赤
間
関
（
下
関
）
ま
で
派
遣
し
た
。
両
使
が
秀
吉
へ
の
敵
対

を
不
可
能
と
さ
と
り
、
浅
野
長
政
ら
を
介
し
て
、
原
田
信
種
の
降
参
の
使
者
だ

と
申
し
伝
え
る
と
、
秀
吉
は
非
常
に
よ
ろ
こ
び
、
両
使
を
召
し
て
九
州
軍
の
よ

う
す
を
尋
ね
聞
き
、
腰
物
を
下
賜
し
た
う
え
で
、
信
種
も
島
津
征
伐
の
先
手
に
加

わ
る
よ
う
伝
言
し
た
。
両
人
は
急
ぎ
高
祖
城
に
帰
っ
て
右
の
趣
意
を
伝
え
た
。

ま
た
、
小
早
川
隆
景
が
原
田
氏
を
討
つ
と
の
噂
が
っ
た
わ
る
と
、
原
田
の
同
族

以
下
諸
氏
も
秀
吉
へ
の
降
服
を
勧
誘
し
た
が
、
信
種
こ
れ
を
承
引
せ
ず
、
か
く

料
は
、
大
宰
府
・
岩
屋
城
攻
撃
の
際
、
波
多
江
鎮
賢
の
二
男
種
時
が
島
津
方
に

属
し
て
戦
闘
に
従
事
し
た
こ
と
に
対
す
る
、
島
津
義
久
の
感
状
で
あ
る
。

あ
っ
た
。

⑨
今
度
属
薩
州
勢
、
宰
府
岩
屋
城
責
、
戦
場
数
日
粉
骨
無
越
度
働
有
之
由
、

義
弘
書
状
見
届
、
神
妙
之
至
感
悦
候
、
恐
々
謹
言
、

天
正
十
四
年
八
月
二
日

（
種
時
）

波
多
江
忠
兵
衛
殿

秀
吉
軍
を
迎
え
撃
つ
原
田
勢
は
、
高
祖
城
の
原
田
信
種
以
下
、
小
金
丸
・
牧

園
・
波
多
江
ら
二
、

0
0
0人
、
各
所
の
要
害
す
な
わ
ち
長
垂
山
に
は
宮
田
大

膳
・
波
多
江
兵
庫
助
ら
五

0
0人
、
油
坂
に
は
笠
興
長
・
長
野
監
物
ら
五

0
0

人
、
日
向
嶺
に
は
泊
丹
波
守
・
三
島
隠
岐
ら
六

0
0余
人
が
固
め
る
と
い
う
陣

容
で
あ
る
。

に
よ
る
包
囲
、
黒
田
孝
高
の
家
臣
久
野
四
兵
衛
の
一
番
駆
け
な
ど
に
よ
り
、
信

種
は
高
祖
城
の
攻
防
戦
も
せ
ぬ
ま
ま
降
伏
、
そ
の
城
外
退
去
に
従
う
家
臣
は
黒

、
、
、

木
・
波
多
江
・
木
原
・
山
崎
・
笠
・
有
田
・
平
山
・
中
園
・
上
原
ら
の
諸
氏
で

天
正
十
五
年
三
月
、
豊
臣
秀
吉
は
小
倉
に
着
陣
し
た
後
、

五
月
に
は
薩
厚
の

島
津
義
久
を
降
伏
さ
せ
、
そ
の
帰
途
、
筑
前
博
多
に
お
い
て
大
名
の
知
行
割
を

お
こ
な
っ
た
。
彼
は
原
田
信
種
の
旧
領
、
筑
前
恰
土
・
志
摩
・
早
良
三
郡
（
一

説
に
那
珂
半
郡
、
肥
前
草
野
郷
も
加
う
）
を
没
収
し
て
、
筑
後
の
黒
木
家
実
の
先
知

行
地
の
う
ち
三

0
0町
（
一
万
八
、

0
0
0石
）
を
あ
た
え
、

し
か
し
、

佐
々
成
政
の
与
力

と
し
て
肥
後
に
遣
わ
し
た
。
翌
十
六
年
四
月
、
成
政
が
前
年
の
肥
後
国
人
一
揆

勃
発
の
罪
で
切
腹
し
た
後
、
信
種
は
新
た
に
加
藤
清
正
の
与
力
と
な
っ
た
。
文

禄
元
年
(
-
五
九
二
）
四
月
の
朝
鮮
出
兵
の
折
、
原
田
信
種
は
清
正
の
部
将
と

十
二
月
の
小
早
川
隆
景
の
降
服
勧
吉
と
、

そ
の
大
軍

（
島
津
義
久
）（
朱
印
）

-11-



中
世
の
波
多
江
氏
一
族
は
、
現
在
の
波
多
江
地
区
を
中
心
と
し
て
、
恰
土
・

四
中
世
土
豪
屋
敷
と
し
て
の
波
多
江

佐
二
氏
宅
地

郎
、
元
禄
十
六
年
没
、
七
七
歳
）
が
三
子
に
譲
っ
た
分
は
一
町
五
反
歩
•
四
町
三
畝

歩
・
三
町
七
反
歩
で
あ
っ
た
。
近
世
前
期
に
、
か
つ
て
の
在
地
の
小
領
主
が
地

主
手
作
経
営
を
展
開
し
て
い
く
姿
を
象
徴
し
て
い
る
。

種
久
に
譲
っ
た
田
地
は
各
々
三
町
三
反
歩
・
ニ
町
七
畝
で
あ
り
、
利
種
（
長

宗
の
嫡
子
種
康
の
孫
種
一

（
藤
右
衛
門
、
天
和
三
年
没
、
八
八
歳
）
が
、
子
の
利
種
・

る
。
同
家
が
近
世
初
期
に
帰
農
し
、
福
岡
藩
主
黒
田
家
と
新
穀
の
早
米
捧
呈
を

成
て
、
楠
松
な
と
猶
殖
れ
り
」
と
記
し
た
あ
と
波
多
江
種
則
の
事
蹟
に
ふ
れ
て

こ‘t
 
「
波
多
江
猶
墟
」
の
地
に
帰
農
す
る
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
基

さ
れ
な
が
ら
も
、
遂
に
は
恰
土
郡
長
野
の
地
に
退
隠
し
、

つ
づ
い
て
、

基
宗
の
二
男
種
則
は
、

「
終
始
従
仕
信
種
及
有
此
漂
浪
」
と
い
う
運
命
に
翻
弄

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
な
っ
て
二
、

0
0
0石
を
領
し
、
寛
永
十
四
年
(
-
六
三
七
）

の
島
原
の
乱

に
は
天
草
に
出
兵
、
戦
功
を
あ
げ
た
が
、
寺
沢
氏
の
滅
亡
に
よ
り
保
科
正
之
の

も
と
に
身
を
寄
せ
、
二
、

0
0
0石
を
あ
た
え
ら
れ
て
会
津
に
住
ん
だ
。

豊
臣
秀
吉
の
九
州
征
伐
後
、
原
田
信
種
・
嘉
種
と
行
動
を
共
に
し
た
波
多
江

そ
の
弟
種
宗
も
ま

蹟
名
勝
の
項
に
、

篠
原
の
北
二
町
、

五
町
分
と
云
ふ
所
に

し
て
渡
海
し
て
戦
死
し
た
が
、
信
種
の
部
下
に
は
恰
土
郡
の
武
士
が
非
常
に
多

く
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
波
多
江
平
左
衛
門
の
名
も
み
え
る
。
信
種
の

（善）

そ
の
子
嘉
種
が
跡
を
つ
い
だ
が
、
清
正
の
命
に
従
わ
ず
、
そ
の
怒
り
を

没
後
、

か
っ
て
領
地
を
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
嘉
種
は
唐
津
城
主
寺
沢
広
高
の
覇
客

郡
長
野
郷
退
隠
な
ど
、
例
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

志
磨
両
郡
そ
の
他
に
多
く
散
在
し
た
。
前
述
の
「
高
祖
侍
帳
」
に
お
け
る
波
多

江
高
辻
城
主
の
波
多
江
丹
後
守
、
前
原
岳
篠
原
城
主
の
波
多
江
讃
岐
守
、
小
倉

山
口
預
り
の
波
多
江
兵
庫
、

さ
ら
に
原
田
信
種
に
従
っ
た
波
多
江
種
則
の
恰
土

「
波
多
江
氏
宅
址

あ
り
、
今
畑
と
な
る
」
と
あ
る
が
ご
と
き
も
、

「
糸
島
郡
誌
」
雷
山
村
の
史

そ
の
一
例
と
い
え
よ
う
。
と
こ

ろ
で
、
こ
う
し
た
中
世
土
豪
と
し
て
の
波
多
江
氏
の
住
居
址
（
遺
構
）
は
現
存
し

「
筑
前
国
続
風
土
記
』
は
、
「
波
多
江
」
の
項
で
、
日
に
掲
げ
た
記
事
に
引
き

「
今
に
波
多
江
村
の
内
に
、
丹
波
屋
敷
と
云
所
有
。
是
波
多
江
丹

、
、
、
、
、
、
、
、

波
か
居
た
り
し
宅
の
址
也
。
四
方
大
堀
を
か
ま
へ
、
高
築
地
あ
り
。
今
は
田
と

い
る
。
江
戸
時
代
の
元
禄
年
中
(
-
六
八
八

l
一
七

0
三
）
ま
で
、

四
方
を
大

堀
に
囲
続
さ
れ
た
高
築
地
の
屋
敷
が
依
然
と
し
て
厳
存
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
一
方
、
「
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
」
は
、
波
多
江
村
「
丹
波
屋
鋪
」

、
、
、
、
、
、

の
項
で
、
「
二
方
に
堀
の
址
残
れ
り
。
字
を
ツ
イ
ヂ
と
い
ふ
。
此
所
に
宇
右
衛

門
と
い
ふ
者
あ
り
、
」
と
記
し
、
慶
長
年
中
の
黒
田
長
政
の
福
岡
築
城
時
以
来
、

宇
右
衛
門
家
が
代
々
、
例
年
早
米
を
公
厨
に
捧
げ
た
こ
と
の
由
来
に
ふ
れ
て
い

つ
う
じ
て
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
ま
た
同
時
に
、
戦
国
時

代
以
来
つ
づ
く
同
家
の
屋
敷
地
が
、
少
な
く
と
も
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
ご
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ろ
ま
で
に
は
二
方
に
堀
の
址
を
残
す
だ
け
ま
で
に
変
貌
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
糸
島
郡
誌
」
波
多
江
村
の
史
蹟
名
勝
の
項
は
、
「
波
多
江
丹
波
守
宅
址
大

つ
い
ち

字
波
多
江
の
西
南
二
町
に
あ
り
。
今
田
字
を
築
地
と
い
ふ
。
波
多
江
丹
波
守
種

敦
が
宅
地
な
り
。
二
方
に
堀
の
趾
あ
り
。
此
の
外
に
も
、
村
口
に
広
宅
の
址
あ

り
。
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
初
年
代
に
入
る
ま
で
、
右
の
近
世
後
期

の
状
態
を
伝
存
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
現
状
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
通
称
「
丹
波
屋
敷
」
は
六
〇
訳
四
方
で
、
こ
れ
を
囲
続
し
て
樹
木
に
覆

わ
れ
た
幅
五
訳
の
土
塁
址
、

そ
の
内
外
に
、
幅
五
、
六
似
程
度
の
内
堀
と
、

れ
、
近
年
に
は
、
屋
敷
地
続
き
の
場
所
か
ら
土
器
類
も
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
「
丹
波
屋
敷
」
に
居
住
し
た
戦
国
時
代
の
波
多
江
丹
波
守
の
名
前
が
何

か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
波
多
江
系
図
」
で
は
、
波
多
江
種
敦
を
土
佐
・

丹
波
守
、
そ
の
嫡
子
政
宗
を
上
総
守
・
丹
波
守
と
し
て
い
る
の
で
、
右
の
「
糸

島
郡
誌
」
の
「
波
多
江
丹
波
守
種
敦
が
宅
地
」
と
す
る
記
述
は
殆
ど
正
確
と
み

て
よ
い
。
も
っ
と
も
、
政
宗
の
三
男
鎮
賢
の
嫡
子
種
賢
も
丹
波
守
を
称
し
て
い

る
点
に
若
干
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
政
宗
の
直
系
と
し
て
は
、
基
宗
ー

種
廣
ー
種
栄
（
種
喜
）
ー
種
一
ー
利
種
…
；
・
・
と
つ
づ
く
が
、

天
保
二
年
作
成
の
略
系
図
に
、

し
か
も
波
多
江
佐
二
氏
所
蔵
の

「
築
地
屋
敷
」
と
肩
書
し
た
波
多
江
左
馬
助
の

子
孫
が
代
々
、
宇
右
衛
門
を
称
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、

力
な
中
世
土
豪
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

（
左
馬
助
）
の
嫡
子
種
成
が
宇
右
衛
門
を
称
し
、

ぃ

基
宗
の
三
男
種
宗

「
丹
波
屋
敷
」
が
有

ま
で
は
殆
ど
埋
没
し
て
原
型
を
僅
か
し
か
と
ど
め
ぬ
外
堀
の
遺
構
が
確
認
さ

し
て
お
き
た
い
。

究
明
す
る
意
味
を
か
ね
て
、

昭
和
五
十
五
、
六
年
度
に
わ
た
り
、
波
多
江
諸
家

所
蔵
史
料
の
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
場
合
、
本
来
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
右
の
遺
構
関
係
以
外
に
、
往
時
の
波
多
江
氏
の
動
向
を
示
す
中
世
史
料

の
発
見
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
近
年
と

み
に
消
滅
の
傾
向
に
あ
る
諸
史
料
の
保
存
に
資
す
る
こ
と
も
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
る
の
で
、
中
世
・
近
世
・
近
代
の
諸
史
料
は
す
べ
て
整
理
・
分
類
の
対

象
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
徹
底
的
な
悉
皆
調
査
の
方
法
を
と
っ
た
。

そ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
史
料
を
判
読
し
て
分
類
カ
ー
ド
、

史
料
袋
の
表
に
記
入
し
、
ま
ず
大
ま
か
な
分
類
を
お
こ
な
っ
た
上
で
、
カ
ー
ド

お
よ
び
史
料
袋
に
整
理
番
号
を
付
す
。
そ
し
て
本
格
的
な
分
類
は
、
史
料
所
蔵

者
の
家
よ
り
持
ち
帰
っ
た
カ
ー
ド
を
再
検
討
し
た
上
で
お
こ
な
う
と
い
う
手
順

を
と
る
。
以
上
の
作
業
の
結
果
、
出
来
あ
が
っ
た
の
が
、

「
波
多
江
諸
家
所
蔵

史
料
目
録
」
で
あ
る
。
史
料
所
蔵
者
は
、
波
多
江
稔
・
同
正
美
・
同
大
治
・
同

佐
二
の
各
氏
で
あ
る
が
、
そ
の
所
蔵
史
料
の
内
訳
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
中
世
の
波
多
江
氏
に
関
す
る
調
査
に
則
し
て
、
史
料
の
概
要
を
記

波
多
江
地
区
に
現
存
す
る
中
世
土
豪
屋
敷
の
遺
構
を
、
文
献
史
料
の
面
か
ら

国
波
多
江
地
区
の
波
多
江
諸
家
所
蔵

史
料
に
つ
い
て
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〔表 1〕 波多江諸家所蔵史料数の内訳

波 多

I/ 

／／ 

／／ 

江

実

治

稔

正

大

佐―

計

1355冊 438通― I19 I I 
I I 

159 34 2 

1 1 2 - -

2 2 - - -

, I 23袋 I39綴 IJJ s11冊 J475通 I

巻

4巻

4
 

23 

袋 35綴

4
 

39綴

3枚

38 

41枚

点1

4

4

4

 

4

4

 

5

1

 

693点

〔
波
多
江
正
実
氏
所
蔵
史
料
〕

写
し
で
、
そ
の
な
か
に
偽
文
書
も
ふ
く
ま
れ
て
い

る
。
む
し
ろ
、
重
要
な
の
は
、
『
原
田
正
統
系
図
」

が
、
中
世
史
料
は
四
点
(
-
四
通
）

で
す
べ
て
が

こ
の
う
ち
「
波
多
江
氏
系
図
」

同
家
の
所
蔵
史
料
数
も
四
点
で
あ
る
が
、

は
、
簡
潔
な
記
載
内
容
な
が
ら
、
中
世
土
豪
屋
敷
の
遺
構
で
あ
る
同
家
の
由
来

を
確
認
す
る
う
え
で
役
立
っ
た
。
な
お
、

同
家
が
近
世
初
頭
婦
農
し
て
以
後

の
、
福
岡
藩
主
黒
田
家
と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、

御
献
上
早
米
由
来
書
写
」
な
ど
が
あ
る
。

「
志
摩
郡
波
多
江
村

同
家
所
蔵
の
史
料
数
は
、
波
多
江
稔
家
に
次
ぐ

関
係
を
知
る
う
え
に
役
立
つ
史
料
で
あ
る
。

も
に
、
原
田
氏
の
歴
史
的
変
遷
や
波
多
江
氏
と
の

名
付
之
覚
』
や
波
多
江
家
関
係
の
由
緒
書
な
ど
と

〔
波
多
江
大
治
氏
所
蔵
史
料
〕

同
家
所
蔵
の
史
料
は
四
点
で
あ
る
が
、

〔
波
多
江
佐
―
―
氏
所
蔵
史
料
]

波
多
江
氏
一
族
の
大
要
を
把
握
す
る
う
え
で
特
に
重
要
な
系
図
で
あ
る
。

系
図
」
は
、
『
原
田
家
中
大
名
・
小
名
・
外
様
侍
役

「
波
多
江
氏
系
譜
」
巻
一
・
ニ
は
、

は
な
い
が
、
安
永
六
年
「
原
田
系
図
』
、
『
筑
前
原
田

一
覧
」
に
収
録
し
て
い
る
。
な
お
、
中
世
史
料
で

た
。
そ
の
大
部
分
は
、
末
尾
の
「
中
世
史
料
追
加

す
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
役
立
つ
は
ず
で
あ
る
。

は
い
え
、

が
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
史
料
が
少
な
く
な
い
と

な
か
で
も
圧
倒
的
に
多
く
、
中
世
史
料
は
写
し
を

同
家
の
所
蔵
の
史
料
数
は
、
今
次
調
査
対
象
の

〔
波
多
江
稔
氏
所
蔵
史
料
〕

ふ
く
め
て
九
点
（
一
冊
・
一
綴
・
七
通
）
を
数
え

た
。
写
し
が
あ
る
の
で
、
当
然
重
複
の
分
も
あ
る

予
期
せ
ぬ
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

『
波
多
江
氏
系
譜
巻
』
な
ど
の
系
図
類
に
加
え
て
、
か
の
著
名
な
「
改
正
原
田

翡
」
正
続

(
-
0巻
）
が
完
全
な
か
た
ち
で
伝
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
県

文
化
会
館
に
は
、
後
者
の
続
編
二
巻
が
コ
ビ
ー
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ

て
正
編
八
巻
を
補
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
原
田
氏
の
変
遷
を
確

度
の
高
い
史
料
に
よ
っ
て
叙
述
し
た
『
高
祖
古
城
記
』
、
原
田
氏
一
族
・
家
臣
ら

の
所
領
や
家
臣
団
構
成
を
う
か
が
わ
せ
る
『
高
祖
家
士
知
行
目
録
』
．
『
原
田
領

地
石
高
附
』
、
あ
る
い
は
『
原
田
家
士
記
』
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は

後
世
の
編
述
の
た
め
誤
り
も
み
ら
れ
る
が
、
厳
密
な
史
料
操
作
の
う
え
で
利
用

-14-



(
c
)
、
同
じ
く
一
紙
文
書
（
⑪
)
、
お
よ
び
波
多
江
正
実
氏
所
蔵
の
一

紙
文
書
写

(g)
等
と
の
、
重
複
関
係
を
表
示
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
山
ー

⑨
お
よ
び

aOli四
の
諸
史
料
が
、
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
波
多
江
氏
関
係
の
中

世
史
料
（
近
世
初
期
の
分
を
一
部
ふ
く
む
）
で
あ
る
。

書
写
」

『
改
正
原
田
謡
」
続
二
巻
（
凶
）
、
「
児
玉
輻
採
集
文
書
」

(lBl)

料
追
加
一
覧
」

の
な
か
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
今
次
調
査
の
分
と
当
然
多
く
が
重
複
す
る
が
、
前
々

項
国
の
本
文
中
に
掲
載
し
た
各
史
料
（
山
ー
⑨
）
と
、
次
に
掲
げ
る
「
中
世
史

（
叫
ー
図
）
に
つ
い
て
、
波
多
江
稔
氏
所
蔵
の
「
波
多
江
家
感

波
多
江
氏
関
係
の
中
世
史
料
の
う
ち
、
従
来
蒐
集
・
調
査
の
分
は
、
児
玉
琢

〔表2〕 波多江氏中世関係史料所蔵•収録分一覧

〔註〕

囚「改正原田詣」続編、閻「児玉饂採集文書」、c波多江稔氏所蔵「波

多江家感書写」所収文書、⑪同氏所蔵の一紙文書、囮波多江正実氏所

蕨の一紙文書写。

史料番号 1史料所蔵および収録 II史料番号 1史料所蔵および収録
(1) (A) (C) UO) I (B) (C) (D) 
(2) I w (C) (11) (A) (C) (E) 

(3) I w (12) I (B) (C) (D) 
(4) I (A) (13) I (B) (C) (D) 
(5) (A) (B) (C) (14) I (A) (B) (C) 
(6) I (A) (B) (C) (15) I w (D) (E) 
(7) I (A) (B) (C) (D) (16) (A) 

(8) I w 閻 I (B) (C) 
(9) I (A) (C) (18) I (C) 

I (19) I (B) (D) 

I (20) (D) 

I (2D I (D) 

I (22) (D) 
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⑳
 
ー
9

9

 

末
永一
所
三
段
半

山
北一
々
弐
段

U2) 

坪
付

加
冠

―
―
一
郎
丸
谷

一
々
五
段

西
堂一
々
三
段

天
正
十
七
年
十
二
月
十
三
日

波
多
江
兵
庫
殿

天
正
六
年
七
月
五
日

長
資

（
天
正
十
二
年
力
）

八
月
三
日

◇

中

世

史

料

追

加

皿
内
山
源
太
郎
先
知
行
半
分
臼
紐
翌
狽
置
候
、
速
可
有
知
行
之
状
、
如
件
、

天
正
五
年
三
月
九
日

波
多
江
丹
後
殿

波
多
江
丹
後
守
殿

天
正
七
年
正
月
十
二
日

波
多
江
力
丸
殿

覧

◇

了
栄

了
栄
（
花
押
）

仰
其
方
事
、
池
田
下
河
原
合
戦
之
剋
、
一
番
鑓
仕
、
今
度
又
於
鉢
窪
生
松
原

姪
浜
所
々
、
葵
大
之
働
不
可
勝
計
侯
、
因
絃
、
志
摩
郡
潤
村
之
内
、
七
町

加
増
宛
行
畢
、
倍
可
被
励
軍
忠
者
也
、

了
栄
（
花
押
）

閥
度
々
依
軍
忠
有
之
、
於
速
見
郡
犬
丸
村
拾
町
地
宛
行
畢
、
全
自
務
可
抽
奉

公
之
節
者
也
、
伯
如
件
、

波
多
江
彦
次
郎
殿

⑮
―
昨
日
、
生
松
原
於
八
窪
合
戦
、
立
花
勢
押
払
、
無
比
類
手
柄
申
茂
疎
二

候
、
毎
度
被
抽
忠
勤
之
条
、
感
悦
之
至
二
候
、
為
加
恩
志
摩
郡
井
田
原
名

吉
地
拾
弐
町
宛
行
候
、
弥
重
而
可
任
望
也
、

天
正
十
三
年
二
月
五
日

波
多
江
民
部
殿

（渡）

⑯
今
度
天
草
本
戸
之
城
切
崩
之
剋
、
働
無
比
類
候
、
任
所
望
庄
内
に
お
ゐ
て

先
知
井
武
田
民
部
丞
犀
敷
之
事
宛
行
侯
、
愈
忠
貞
可
為
肝
要
也
、

波
多
江
平
左
衛
門
殿

以
上
壱
町
六
段

天
正
八
年
二
月
三
日

函
入
部
一
々
弐
段

信
種

義
統

了
栄
（
花
押
）

信
種
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⑲
備
後
守
望
之
由
、
可
存
知
候
、
恐
々
謹
言
、

波
多
江
上
総
守
殿

八
月
廿
七
日

畑
江
掃
部
丞
殿

十
二
月
七
日

石
井
宮
内
丞
殿

⑳
尚
々
用
事
有
之
節
、
無
心
置
可
申
越
候
、
以
上
、

当
春
之
嘉
慶
不
可
有
望
期
候
、
其
許
始
一
族
之
面
々
、
無
別
条
令
越
年
、

目
出
度
事
二
候
、
我
等
息
災
迎
青
場
候
条
、
可
易
遠
情
候
、
然
者
一
昨
九

日
、
樋
山
津
右
衛
門
兼
子
庄
作
方
迄
書
状
到
来
、
令
披
見
候
、
兼
而
於
肥

々
謹
言
、

（
天
正
十
三
年
力
）

閏
八
月
廿
日

義
鎮
（
花
押
）

統
虎
書
判

義
統
書
判

閻
乗
陣
已
後
、
以
状
雖
可
申
候
、
其
表
陣
取
等
不
可
有
寸
暇
候
条
、
令
用
捨

候
、
今
度
別
而
馳
走
心
懸
之
段
、
親
家
預
入
魂
候
、
乍
案
中
祝
着
候
、
義

統
妥
元
へ
居
陣
申
候
上
ハ
、
諸
軍
之
辛
労
粉
骨
茂
可
為
此
節
候
之
条
、
度

々
可
申
進
候
、
猶
重
々
可
申
候
之
趣
、
委
細
日
杵
新
介
方
江
申
含
候
、
恐

咽
前
廿
五
、
高
烏
居
取
崩
候
剋
、
別
而
被
砕
手
数
ケ
所
被
疵
、
高
名
之
次
第
感

悦
侯
、
必
以
時
分
一
稜
可
賀
侯
、
恐
々
謹
言
、

前
国
唐
津
表
吟
味
相
尋
候
筋
有
之
、
金
龍
寺
唯
禅
和
尚
へ
為
申
遣
置
候

処
、
去
夏
中
右
使
其
方
儀
相
勤
候
由
、
餘
程
懸
隔
候
場
所
、
乍
老
鉢
不
厭

労
契
経
数
日
精
誠
相
尽
、
懇
二
遠
探
索
侯
条
、
旧
恩
不
相
忘
義
と
ハ
乍

申
、
忠
志
之
次
第
、
感
悦
無
極
候
、
例
rro
為
礼
儀
書
状
遣
候
、
委
祥
老
共

汐
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

正
月
十
一
日

有
田
宗
鐸
老

訓
猶
以
先
祖
因
幡
守
儀
、
対
当
家
忠
勤
之
者
、
令
尋
出
事
二
候
、
以
上
、
態

令
染
筆
候
、
兼
皿
於
肥
前
国
唐
津
表
吟
味
相
尋
候
筋
在
之
、
金
龍
寺
迄
申

遣
置
候
処
、
其
方
儀
擢
衆
人
右
使
相
勤
、
餘
程
懸
隔
候
場
所
、
乍
老
鉢
不

厭
労
契
経
数
日
、
精
誠
相
尽
、
懇
二
遂
探
索
候
条
、
旧
恩
不
相
忘
義
と
ハ

乍
申
、
忠
志
之
次
第
感
悦
無
極
候
、
例
而
為
褒
美
鈷
一
鋒
為
取
之
候
、
委

祥
猶
期
来
喜
候
、
恐
々
謹
言
、

三
月
十
五
日

有
田
宗
鐸
老

四
一
書
啓
告
、
先
以
其
境
何
戊
安
寧
之
旨
承
、
悦
不
斜
、
当
境
家
中
無
異
儀

令
勤
侍
事
候
、
然
者
金
竜
寺
海
禅
和
尚
巨
細
之
染
簡
、
漸
到
猶
臓
令
落
掌

候
、
随
llu

桃
源
院
七
回
忌
、
玄
徳
院
一
周
忌
之
辰
共
、
各
寺
詣
香
華
作
善

原
田
又
助

種
美
（
花
押
）

原
田
又
助

種
美
（
花
押
）
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同

吉

波
多
江
又

六
殿
平
殿

波
多
江
七
右
衛
門
殿

上 同

六
殿

原
久
兵
衛
殿

忠

同

市

郎

次

殿

同

玄

瑞

殿

同

弥

平

殿

波
多
江
今
郎
助
殿

同

彦

七

殿

同

順

市

殿

波
多
江
平
九
郎
殿

九
月
十
五
日

原
田
又
助

種
連
（
花
押
）

原
田
友
八

寿
種
（
花
押
）

一
回
愁
一
回
如
斯
犀
令
感
慨
、

高
祖
霊
之
徳
輝
照
於
未
牧
裔
葉
之
餘
欺
、

殊
勝
神
妙
之
至
覚
候
、
併
互
隔
千
止
萬
水
都
邸
之
便
宜
疎
遠
二
而
、
平
素

雖
絶
通
交
候
、
猶
不
可
忘
藷
恩
候
、
倍
餘
万
般
期
後
音
之
佳
節
候
条
、
不

能
委
祥
候
、
恐
々
謹
言
、

霊
莫
弐
拾
菩
提
所
令
修
務
、
被
梱
誠
之
旨
、
窓
以
逓
代
之
恩
露
未
乾
、
仰

今
回
の
波
多
江
氏
関
係
史
料
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
史
料
御
所
蔵
の
各
家

に
は
多
大
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
九
州
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室
の

左
記
の
方
々
及
び
前
原
町
教
育
委
員
会
に
御
助
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。

柴
多
一
雄
（
九
州
文
化
史
助
手
）

池
畑
裕
樹
・
佐
伯
弘
次
・
折
田
悦
郎
・
岩
元
修
一

宮
崎
克
則
・
梶
原
良
則
・
高
橋
和
広
・
八
百
啓
介
・
大
舘
邦
浩
（
以
上
四
年

生
）
、
小
宮
木
代
良
•
井
川
智
睛
（
以
上
三
年
生
）

後

記

波
多
江
太
郎
助
殿

有

馬

助

七

殿

上

原

助

市

殿

同 同 同

六
殿

三
右
衛
門
殿

順

三

郎

殿

孫

同

理
右
衛
門
殿

（
以
上
大
学
院
生
）

（
丸
山
雅
成
）

（
以
上
）

-18 -



波

多

江

諸

家

所

蔵

史

料

H
録



E
 

D
 
c
 

B
 

A 
ロ ィ ロ ィ ロ ィ
2
 
ー
農
経

波
多
江
稔
氏
所
蔵
文
書
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
2
1

中
世
史
料
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…
…

•
2
1

系
譜
・
由
緒
書
…
…
…
…
…
…
…
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
2
1

3
 
2
 

1

ノ
—

L
F

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 .
 

触
達
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
2
3

村
役
人
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…

•
2
3

財
政
・
租
税
…
…
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
2
4

年
貢
・
諸
役
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
2
4

地
租
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…
•
•
2
7

7
 
2
 

芦

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

7
 
2
 

u: ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

田
畑
•
石
高
等

地
主
小
作
関
係

他
の
産
業
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…•2
9

目

次

H 
ロ イ

文

芸
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…•
•
4
4

2

実

学

1

儒

学

他

学
問
・
文
芸
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
4
1

ー4
 

＂口
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

学

G

交
二

暦

ー4
 

•
上
―
…
•
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…

ー

通

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・
:
4

ノ‘ 口 イ
F

社
ホ

6
 

そ

0
ー
付
：
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…

3
7
 

△
乙

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
2
9
 

村
明
細
・
人
別
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
3
7

世
相
・
風
俗
•
•
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
3
8

冠
婚
葬
祭
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
4
0

3

諸

講

2
 
貸
借
関
係
書
類

1

借
用
証
文

二 ノ‘

金 土
地
・
物
品
売
買
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
;
…
…
·
…•
•
3
0

波

多

江

諸

家

所

蔵

史

料

目

録

2
 

一

他

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・
:
3

-19-



E

社

D C

政

B
 
A K 

ノ‘ 口

書

H G 
ロ

仏

イ

神 宗

J
 

ー
イ

ノ‘

2

中
・
小
学
教
科
書

ー

ロ

仏

教

イ

神

2

諸

芸

宗

ー

2

中
・
小
学
教
科
書

ロ

文

1

教
訓
書
・
手
鑑

3

実

学

ノ‘

3
 
2
 
ー

教
紀
行
・
軍
記
物
等

和
歌
・
俳
諧
等

絵
画
・
諸
芸

8
 

昔
＇
…
•
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

... 
4
 

3
 
5
 

切
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
3
 
5
 

,
 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

4
 
5
 

切
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

日
記
・
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
·
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
•
•
5
5

5
 

日
証
等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
•
•
…
…

56
 
5
 

}
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

雑
史
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…

•
•
5
6

絵
図
・
地
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…

•
•
5
7

波
多
江
正
実
氏
所
蔵
文
書
•
…
…
•
•
…
…
…
…
·
:
·
…
…
…••
5
8

中
世
資
料
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
•
…
…
…
•
•
•
•
•
…

·
:
5
8

系
譜
・
由
緒
書
：
…
…
…
•
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…•
•
5
8
，
 

5
 

1
L
 ..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

財
政
・
租
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
…
…
…
•
•
•
•
•
•
•
…

•
•
6
0゚

6
 

△
卒

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

学
問
・
文
芸
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
6
1

ー6
 

，口
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

日ー

4
 
6
 

且
E
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

和
歌
・
俳
諧
等

5
 
6
 

益
T
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

教
訓
書
・
手
鑑

6
 
6
 

剪

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
6
 
6
 

，
・
:
 
....••••••...•••••••.••••••.••..••••..•••.......••••••...•••... 

7
 
6
 

切
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

日
記
・
記
録
他
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
·
…
…
…•
•
6
8

波
多
江
大
治
氏
所
蔵
文
書
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
6
9

波
多
江
佐
二
氏
所
蔵
文
書
•
…
…
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…•
•
7
0

2

歴
史
・
地
誌

1

偕

学

他

イ

学

F
 

- 20-



波
多
江
家
書
類
写

史

料

名

年
代
不
詳

年

月

日

波
多
江
内
蔵
介
識

摘

要

数

一
冊

一六

量

整
理
番
号

B

系

譜・由緒書

波原参原田 原原原原原大
多田 田田田田田友 史

江又連友了信了了了喜義
家助署八栄種栄栄加 栄

感種塁 書寿・感坪 預
書 状種信状状付冠ケ途 料
写 ・種写状状状
状 原連
写 田署
又宛
助行 名
種状

年正 九天天天天天十 年
代不 十月 月正正

正正正二
五十十八七五月

詳ー 日三三年年年七
日 年年二正三日

月ヽ
八三月月十 月
月月三 九

i 二五日二日十日 日 日
七
日 日

革"'事"' 折竪切竪竪竪竪
形冊綴 紙紙紙紙紙紙紙

扇籍屡籍藷籍籍
態

紙‘ 紙‘ーノ 紙'-'紙'-'紙'-'紙'-' 

立有 波波波波波多 波石
花田 多多多多 多井
統宗 江江江江江江宮
虎鐸 平四民平力丹内 摘
‘宛 九郎部左衛 丸後丞
大 郎兵衛 宛 宛宛宛

｀ 
他門
一宛 宛
八

り 喜

要

数
冊綴
r一、ヘ• 

旦孤 .'.  • • ■ • 

最
‘‘ 通通通通通通通

整
理

三五五五五五四
番
弓ロ

七二 九四三ニー 0 九

A

中

世

史

料

波

多

江

稔

氏

所

蔵

文

書

（
一
九
八

0
年
―
二
月
一

0
日

謁
査
）

- 21 -



黒某 志波自 原筑原 原先 原 原 志 慶 I
田書上為摩多曾侍田前田ケ村在田祖ケ村在田ケ村在田文摩儀世長 史
家系 之四郡江津役家中原系申又城了之申又陳了申又城了四郡 年中
状覚郎波多村弥 到名 田図覚六之栄覚覚六之栄覚六之栄郎波代
譜 乍 来付之大系 先祖節信 先祖節信 先節炒信世多調炒
写 恐江右原名図 必種 ふ種祖種代江子万

料
／•一、 御村衛田覚・ 代志冶 代志恰 代志恰上書組村名延
仮 願庄門氏 小 々摩土 々摩土 々摩土 元元
題

申屋波 家書 名 名郡郡 名郡郡 名郡郡申頭上書年申ヽ

上 緒由翰
． 

付仕波高 代仕波多高祖 付波多高祖 事波ル多 写 fi 多祖 仕 多控迄 名
口江書 上江御 上江御 上江御 江 役

年年 明万文 年年安永 丑年 年 丑 羹 万代代 治延政 代代 五代 代 五 延 年
不不 四ー五 不不六 月不 不 月 元
詳詳 年年十 閏 詳詳年 二詳 詳 平 干一正 八 十 十

月一月 月 月 月月二 日 日 月
十

日
日

長へ 家へ
谷 ヘ 波 波 波 波
村 含原 多 多 郡多郡多

政の 民 む田 江 江 代江代江

心畠 事 ツ鷹 冒 内 御村御村 摘
御 蔵 役組役組

兵衛 ツ等 盈 守 介 所頭所頭
五 識 宛文宛文

迄

家^  ゜
四 四、- 年 郎 郎

作 忌 他 他
建 の 炒 右
替 法 早 早
願 事 良 良
と 執 ． ． 
そ 行 志 志
の の 摩 摩 要
由 書 ． ． 
緒 状 恰 恰

、- を 土 土

数

冊--/""', 
量冊通 通冊五 綴冊冊 通綴 綴 綴 綴 冊

通 他、一

整
理

二五 五五三 五五三 四三 番
方ロ

六九 八七五 六五一 〇八 四 四

- 22-



志志ii'＇ 事 村摩乍摩 史'
庄郡恐郡 ， ！ 
屋元申波
• 岡上多
組頭触｝レ江候屋 料
志口村組
御登上庄事頭
願村之屋 役
申外覚又 塁上五 名
候ケ 郎 数

元 羹 斎治 年
十

年 平 五正 年
月 四 月
月 月

日

志 波 波

郡登＾多 多
役村慶江 江
所庄長村 村 摘
宛屋年中庄 庄
惣屋 屋
三ガ又 誓郎役三

他儀羹郎 衛汐必 門
早大

ヽ

良之庄 他
・者屋

志詮議浜
摩地． の新 要
恰包九
土郎
御 宛

数

量通 通 通

整
理

六 ノ---'-‘→ 
番
号

I 
八

゜

ロ

C

政

村役

福福 布 触御
史 I岡岡 辰

県県 翰
庁庁 達 達写
達達
控控 料

名

明明 祠 明慶
治治 治 治応 年
---'--- ---'--- 初四ノヽ ノ‘ 五
年年 巴 年年
----'--- ----'--- 四ノヽ ノ‘

月 月
月

月
月

+ + 十 十
九

日 日 日 日
日

各 浜 福波多
区 鉄^ 地後岡
々 新の藩江
戸砲九心庁村 摘

長芭郎‘得方炒長
中 5 士為
宛 志 卒族 四
摩郎
以 ‘写
下 神

職
ケ 大
村 庄
庄 屋
屋 宛 要

盟

｀ 
宛

数

量
冊冊 冊 綴冊

整
理

----1... ----1... 

....L. ノ‘ 六四
番

ノヽ ノ‘ 弓に
九八 七 六七

イ

触

治

達

人

- 23 -



志 波 志 某 志

盟喜 多頭申摩之村御分書摩郡 史
江仕上郡通

闘 村上Jレ波多 可年上波払ルニ 相貢申多
申江 目口付江払米候江

料

旦
録上‘村証之目村
之乍百姓 拠内録面
覚恐之御役

之・ 庄中事足 相
覚大 屋御 シ 勤 名
豆 組願 左 申

明 明 宝 宝 延
和 和 暦

＇ 
享 年

九 八 十
年 ↑ 年 年
九 年 五
月 閏 月 阜月月 四

D財政・租税

イ年貢・諸役

記村畠 波組

恐畠史 1I ＇ 江多 頭波
御郡

員村多 願潤
任庄江 申村

命書 屋八 上庄
組郎
ル屋料i頭申 口又

名上 上三
之 之郎
覚 覚‘名

乍

明明年年 プ
治治代代 治 年
初十不不
年四詳詳 年
へ年
ど一

月、 月月
月 --'---ノ‘ 他

日

日 日

波多 年へ波多
波 岡
様多 本

江江 三江 加
方村ヘ 江波多 組へ儀恰村潤

頭御土庄
村貢村 二村 兵 摘 引村 役免御屋 摘
庄米庄 人庄 衛 継戸 ‘願郡‘
屋ー屋 の屋

旦ガ‘市 知組
津―― 行頭 多

文書 長 老ッ役大

の波多
齢 所庄
に 宛屋

田五郎 ‘必 江
源六妙 開 村

郎次俵ツ源 庄

宛 次郎
御加 屋
救兵 宛

様 の衛

分江 よ

鱈類次 り
目郎 御

‘ 録右 免 老郎

塁 邑 衰必に早
御 願ヽ宛

役 爺 要

所 給

江 付良
為 ヽ． 

要
四 庄志
郎 屋摩

宛 人 宛 役・

数 数

. . . . 
通 通 通 通 通

早皐

冊通通通 通
車Eヨ

整 整
理

七 七 七 七
番

五 四
ー」

弓に

ノ‘

五
理

一七六六
_.L 番
ノ‘ 万に

ー一四三

- 24-



分残用元治渡拙者文久 諮取 j巾,j村米備 年頁 一銭御町心御辱辺田 口土恰 納天保＋文政 書波多
波 志
多内渡摩 史

記預銭元代二 申 上切 潟上郡引七 上江 江必方波郡
置取年銭抱年御 事上代納控 御之井付年年帳村 村御田

内替置潤請取左 候銭之帳酒達開覚田写御亥 御 仕渡多尻
宮村之年 事二覚 頂諸発 村 年村 免 上・江村

料川分仕申田貢 備

被仰付候咸払方夫役品一件公役出

庄 貢雑 用 ル請取村御相
l~」江 -組証地未 替 屋 米用 誓 指談請取二證永進 仕 組 ・算 出ー郡役
付之代仕 候 頭 大用 誓 之件用増借差‘事ニニ 旨 乍 豆 事 翌 名用引入 売付、 御 分賃方 恐 上 改

元
支 羹 安政 嘉氷 累ギ 震ギ 保天 政文 斎 天 慶治 明 年

五六 五 八十 -'--- 五 四ノ‘
年 平 年 年正 年十 年 年 年一 年 年 平閏 ーユ—• 九 ; 年 正 八ノ‘
月 八 月二 l 月 月 月、一ノ へヵ

月
月 月 月 月

八
十 日

日 日

太 波波 里 郡 tt 伊藤 指波多 波

の助羞 郡多多 正 役 多
請取 代江江 又 所 財

五出江 江
役村村 宛

政 郎‘村 村 摘、ーノ
ッ多所宛組庄 郎

拿
太他庄 庄

江頭屋 夫の屋 屋

旦
．又 損 役御 件シ市内 必
庄三 貫 庄

四 屋郎 所 右 野
郎 方 御 宛 花

｀ 
宛 早 免 塁
割^  
良 願
． 、一

闊 門
石 志 宛
代 摩 宛
井 ． 

要
持 恰 爺
出 土 米
賃 御 不

＾ ロ

数
綴
ヘ

綴 通 通 通通 冊 通 通綴 冊 通 通
旱皿

ヽ

整

五
理
番

八 八 八 八八 八 七〇 七 七 万にコ
五 四 七

゜
八六 七 ....L. ノ‘

- 25-



普 馬 四年志 證面波納収成物年年波 志 長
請ー屋ひ月貢摩 役上多 賞貢貢多ル豆摩 iエ地州 史
入切物か廿郷郡 御納江日之 皆済江目方払郡苦様頭御
用控置ヘー蔵波 改願村年 延覚 村録波労征
覚 普 日出多 二 願書 催目軸之相多金召伐
請 桜納江 付 貢 促録帳事仕江方渡逹御 料二 井帳村中 證米控 状 ・廻村人出

闊
方夫着出 連判書

拠 ． 控 御御根足陣
之 大 算年帳出二

勢 事 豆 用貢 方付

賃 岱 仕米 之‘ 名
到 物 上大 者御

年 明 年年申 明明 年代氷嘉年十年年 プじ 尤
代 皐 代代年十 治治 代一代代 治 治 年
不 不不 九四 不四不詳 月不不
詳 七 詳詳二

十年 年三 詳+年二+詳詳 午 年
年 月 九
四 月月 九 月

月月 月 日 月
日

日

＾ 塁 ヘ ＾ 
福波

年^ へ浜 ヘ 贔 庄
瓦 七 田壱岡多 田地 田 曇． 江

゜
作詮円県江 畑新 靡 • 江

杉 為 人 不為
貢成物九郎

志村 四 摘． 四 ‘ーノ 作四 貝一 摩組 郎
松 嬰 に証辺郎方 .__, 古向 汐 、一 ・頭． 

付ツ清腐 ヽ
恰伝

古 他 ‘潤 土三
竹 囲村 御郎． 名 米 多庄 郡・
酒 穀 江屋 御同
、一 ヽ

為三 役村
倹 四索嶋 所庄

芭 郎宛七 宛屋
為

蘊宛 四 要
良〗

猟
税 早

通
数

砿
~ 

~ 

冊 冊 通通通 通通 通通通通通冊 通 冊 量.._, 

整
理

九 九 九九九 七六 九九九八八八 八
番

七 一 五四三 〇五 ニー〇九八七 九 一
万にコ

ノ‘ ノ‘

- 26-



史

料

一
歳
々
稲
把
慇
籾
石
高
覚
帳 名 1

田

イ

農

天
保
十
三
年
八
月

年

月

日

波
多
江
又
三
郎

一
綴

九
八

摘

要

数

量

整
理
番
号

畑
・
石
高
等

業

E

経

済

引 筑地分筆 反地代地地現地
替帳前目 別所願替券 反租 史
目国変反 譲他二御 歩改
録 何換別帳渡 付達券地正
郡一更 地写 租御
何筆定
旦
所 金趣

料村限願
旦

百意
現帳 喜 分書
反 地 之
歩 換 鸞野 願 掛 名
取 換 帳

癸 明年明明明 明明明明明
酉 治代治治治 治治治治治 年
年 二不二二十 十初十九八
十詳十十七 七年年年年

四一年十 年代 ‘旧三
年 年年 他五月

月—+- 月 月ヵ
月二月
月

日

塁 波多波多波^多 波多 塁
江 江江江 江
為 村村江為

旦
摘

四 大大彦四
郎

字波字波多 蔵分 郎‘ 
多

右 江
福 多 の他 為
岡 江江地汐 四
県 ぷ必価 郎
御 ． 
懸 地
宛 租

な
ど
ヽ

要

数

. . . . . . . . . . . 
量通 冊綴冊冊通 綴綴通冊冊

整

●'''.  . . . . .'. 理
四 四四四三三

・'''.' 番
'.''''  '. .'.  . 万口

ニー〇九八 七六五四三

ロ

地

租

改

正

一切一



小田田田 志
作地地地之門摩 史
證質質質覚‘郡

文之 入入入 乍波

文證仕代 恐多
事證金 御江

料
ヘ形鑢形手 文之 請取

願村
申畳

ッ控證 上屋
文 ル惣
口右 名
上衛

明明明嘉氷 斎治治治 年
八ニニ七 八

三年年五五年年十
年

月月月二 月 月月

日

有田田質 湯畠田地地入

村某 主主主 治杢

又又彦畜 願、宛、 摘ヵー一
何郎郎 田他
村‘‘門 地一
某受受他

圭引作目腰^  宛人人一

左衛彦 衛彦左 名右
証痛
吝に
つ

門門 き

本右必‘ 摂

村本村
州
有 要

文文 馬
写ロ 写ロ 温
宛宛 泉

数

. . .'. 
量通通通通 通

整

. .''●  
理
番

-o九八 七
万ロ

2

地
主

・
小
作
関
係

覚抱
田
畠
・
高
書
抜

波
多
江
村
内
諸
旧
畑
之
持
主
覚

反

歩

帳

稲
輪
数
控

善
兵
衛
殿
利
吉
殿
日
麗
二
被
参

候
日
記
帳

井
手
一
件
御
状
、
其
外
共

井
料
辻
代
金
（
仮
題
）

史

料

名

筑
前
国
中
石
高
井
郡
々
村
名
附

帳
手

覚

九
月
二
十
四
日

寅
十
一
月
二
十
四
日

年
代
不
詳

年
代
不
詳

明
治
六
年

明
治
年
間

明
治
十
二
年
正
月

明
治
十
五
年
旧
九
月

明
治
八
年
旧
四
月

年

月

元
治
一
年
三
月
吉
日

日

次
郎
吉
炒
弥
右
衛
門
宛
、
他

有
田
村
汐
波
田
江
役
場
宛

（
波
多
江
村
内
の
波
多
江
為
四
郎
持
分
）

（
波
多
江
彦
蔵
分
）

波
多
江
増
太
郎

（
志
摩
郡
波
多
江
村
の
田
畠
数
、
商
売
諸
運
上
銀

な
ど
）

（
村
中
家
数
井
人
数
な
ど
）

摘

要

一通通
一
冊

一
綴
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊

数

量一冊

1
0
 

九
九

1
0
0
 

1
0
1
 

1
0
ニ

1
0三

1
0
四

1
0
五

整
理
番
号

九
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明 材山絞明 明
治銭木汐油治造治 史
舟諸願木開廿記廿
四入請持業三
年用所出不年 悶金一々人仕鶏

料ケ切進足二育

納崎控他物井覚之願付記 凰
炭 木 濁

旦
挽 酒 名
賃 製

帳

年 慶年明年 明
代 応代治代 治 年
不 ー不七不
詳 年詳年詳 十

月 平月
月
四
日
日

ヘ ＾波 砿他 天多
ヽ
下江 に

諸 山為 喜摘汽 ‘四
車

浦志 郎汐 免
焚 許
料 摩福 状
な ‘岡 ヽ

ど 有県 入
、一 田権 籍
山参 届
な事 な
ど宛 ど
、- ヽ

要

数

ー一四一
綴温冊 綴冊通冊

整

. .'.  理
番-000  

__L. 〇 方ロ
〇九八七 ノ‘

口

他

の

産

業

史
小
作
證
之
事

小
作
證
文
之
事

小
作
證
文

小
作
證
文
之
事

米
俵
取
立
帳

小
作
證
文
之
事

小
作
證
書

田
畑
小
作
證
文
之
事

田
畑
小
作
證
文
之
事

雑口

上

料

名

年

月

日

明
治
九
年
一
月

明
治
十
七
年
八
月

明
治
十
七
年
一
月
十
二
日

明
治
二
十
年
三
月
二
十
一
日

明
治
二
十
一
年
十
月
二
十
四
日

明
治
十
八
年
二
月
五
日

明
治
二
十
二
年
二
月

年
代
不
詳

年
代
不
詳

年
代
不
詳

旧
六
月
二
十
九
日

小
作
人
波
多
江
彦
平
、
他
汐
波
多
江
益
太
郎
宛

藤
山
新
太
郎
汐
波
多
江
彦
蔵
宛

（
小
作
証
文
記
載
範
例
）

（
田
畑
高
不
記
、
小
作
に
関
す
る
取
決
め
）

（
土
地
・
上
納
関
係
）

為
四
郎
必
惣
五
郎
宛
（
上
納
残
米
一
件
に
付
催
促
）

摘

要

某
汐
波
多
江
為
四
郎
宛
（
田
七
畝
二
歩
）

小
作
人
波
多
江
益
太
郎
佐
富
田
甚
五
郎
、
他
宛

（
筑
前
国
志
磨
郡
波
多
江
村
四
八
九
番
地
）

波
多
江
喜
右
衛
門

数

量一通
一
通
一
通
一
通
一
冊
一
通
一
冊
一
冊
一
通
一
袋
一
通

整
理
番
号
―ニニ
―
二
三

―
二
四

―
二
五

―
二
六

―
二
七

―
二
八

―
二
九

一
三
〇

一
三
一

一
三
二
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泣又 羊引弓 記 平2之~ 平又 李萌 文李ii目非取叩

取 取取
取事売地？政 史
申 渡‘申四 證

證取 證證 事 ‘貴二年取文

ヘ案 代殿付御

文 銭取受方永へ拙者‘年貢諸
料

、一

申代抱上
證相左納

文伝之銭指 名
之二田

十明 明 明明 天 文巳文化
二治 治 治治 保 政年 年
月二 十 九九 九 四五十
二十 九 年年 午 十年月九 四
十四 年 七七

二日十年七年 月月
月

日ニ 月 月 月二
月 十 月
五 十 四 十
日 日 日 七

日 日

波多 田 桜波 桜 波寺永代
上取村井一多 宛青

多山
江桂証六江 江又売
好林文~洞七為 采幾 村六主 摘

介汐 汐 保円四 一七 弥波汐弥右

波多 平波古 五郎
ノー上‘ ． 

増 0' 俵、../貞士
右衛多衛

太江 銭ヽ他 ロ 門江門
郎益多一 ふ ガ村‘
宛太 江 人 蓼 同為受
郎 為 拿 村四人
宛 四 江 伝郎彦次
郎 小 村 右宛． 区 庄 衛 ． 
増
扱 屋 門 佐

太
所 弥 宛 畠要郎
宛 畠宛

宛
砿
ヘ
金 門

数

量通通 通 通通 通 通通通

整
理

九九 九 九九 九 九二九
番

七六 五 四三 ーニ 0
芍に

ノ‘

土
地
、

物品売買

実業箱崎 諸諸鍛
国刀冶 史

勤釜鍛鍛屋
惰破冶冶床
表故鑑掟弁
巻 • 米

料
之 心取
壱 大立
概帳
ヘ
仮 名
題
ヽ

年代年代年代年代大正
年

不不不不八
詳詳詳詳年

阜月
九
日

日

波多 波多 示
江江 町

虎介 又三 讐摘
写郎 も
治
種

要

数

. . . . . 
ュ早

冊冊冊冊冊

整
. . . .'. 理
. .'. . . 番

六五四三二
万ロ
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地
所
永
代
売
渡
證

證
拠
之
事

波
多
江
村
庄
屋
弥
右
衛
門
書
状

彿
物
代
金

掛
物
売
渡
證
拠
之
事

掛
物
売
渡
證
拠
之
事

諸

覚

覚覚田
畑
宅
地
之
地
価
之
覚

永
代
売
渡
證

地
所
売
買
二
付
地
券
名
換
願

地
所
売
買
二
付
地
券
名
換
願
他

仮

り

證

史
請
取
證
文

慶
応
二
寅
ノ
十
二
月
御
年
貢
依

指
支
二
拙
者
抱
左
之
田
畠
永

代
相
伝
二
売
渡
證
文
之
事

居
家
売
渡
證
文
之
事

田
地
永
代
相
伝
売
渡
申
證
券
之

事
永
代
売
渡
證

料

名

明
治
二
十
年
八
月
十
二
日

明
治
三
年
十
二
月

十
二
月
二
十
二

H

明
治
初
年

天
保
十
五
年
五
月

年
代
不
詳

年
代
不
詳

三
月
二
十
二
日

二
月
六
日

明
治
年
間

明
治
九
年
四
月
六
日
、
他

明
治
九
年
五
月

明
治
十
三
年
一
月

明
治
十
七
年

明
治
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日

明
治
二
年
五
月

明
治
六
年
十
二
月

年
年
代
不
詳

慶
応
二
年
十
二
月 月

日

（
金
子
支
払
い
、
他
）

（
一
、
丸
九
貫
文
）

（
波
多
江
）
為
四
郎
右
原
田
伝
右
衛
門
宛

波
多
江
為
四
郎
汐
原
田
伝
右
衛
門
宛
（
田
地
売
渡

関
係
二
通
）

売
渡
人
波
多
江
為
四
郎
、
他
一
名

売
渡
人
大
門
村
岸
原
儀
右
衛
門
、
他
一
名

売
渡
人
波
多
江
益
太
郎
、
他
一
名
宛

買
主
波
多
江
益
太
郎
汐
波
多
江
彦
七
宛
（
地
所
買

取
の
事
）

売
渡
人
波
多
江
文
六
汐
波
多
江
益
太
郎
宛

波
多
江
為
四
郎
、
他
一
名
古
寺
山
又
六
宛

池
田
村
庄
屋
良
八
、
他
一
六
名
宛
（
振
薬
代
）

（
各
村
農
民
の
分
）

宮
川
右
平
汐
波
多
江
村
庄
屋
・
組
頭
宛

午
山
家
売
主
又
六
汐
波
多
江
村
為
四
郎
宛

波
多
江
為
四
郎
汐
岸
原
儀
右
衛
門
宛

浦
志
村
与
八
方
波
多
江
村
又
三
郎
宛

摘

要

数

一
通
一
通

一
綴

一
冊
一
冊
一
冊
一
通

一
冊
一
通
一
通
一
冊
一
通一通

一
綴
一
通
一
通
一
冊 量

二
六
通
一
通

二
0
六

二
0
七

一
八
の
三

二
0
九

二
―

0

二
―
―

二
―
二

二
―
三

二
―
四

二
―
五

二
0
ニ

二

0
三

二
0
四

二
0
五

二
0 ニ

四

二
0
0

整
理
番
号

一
九
八

一
九
九
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志預
願摩り 史
申郡申
上波銀
之多子
覚江之

料
村事
長

喜
恐 名
御

天正
保徳 年
五四

+年年+ 
二月

月
月

日

役波多 波多

所江江

＾村村 摘

銀一長士 又
ロ七
〇方必

貫責早小
良金

借志・ 村丸

願摩伝
シ・内

恰宛
土
御 要
郡

旦

数

量
通通

整
理

ニ四
番

七四
万に

ー

借金

用

証

文

融

金馬波 内 覚 仕 ．J-,±: し． 久 記居
銭屋多日用 帳組

渡嬰胃 胃
史

支出 売江記茶 二

渡村油 付 證代枝 渡
覚證庄 蝋 諸 噂 證
類 屋 燭 燒 贔 文

料
為 畠 之
四 立 覚又 事
郎 紙 : ノ....L.‘ 申 類 殿
出 現 請 居 名
控 彿 取 家

年明年寅 安 年 明 旧 明子年
代治 政 代 治 十 治九代 年
不十九 -ノ」'--‘ 不 九 二年不
詳七月 年 詳 年 月 年四詳
年 正

五月 十月
四 忍 月 十

月
月 五 日 A 

日 日 日

日

．ノ士L, ． /―、 里 小
波多 他船寺周

売
主御 正俵金 人

上井 屋敷 三亦 売却村丸
江代 塁為金村 摘

弥御 郎代蔵 四三青 江
三注
色元腐 郎円柳卯 為

郎波方 文馬の
代,._,也 四

多 > 嬰
多を 江

塁
他

江め 村
為ぐ 御 江 名
四る 醤 為 ヘ

宛郎 紛議 四 塁
宛 郎

ヽ
宛

采 ~ 
要

ヘ
仏 グ． 

四 壇 渡
、一

数

~ ~ ~ 

早旱

袋通通 綴 通 冊 通 冊通通

整
理
番
方に

五四三

゜
九 八七六
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金
借
用
證

金
借
用
證

金
借
用
證

金
借
用
證

金
借
用
證

金
借
用
證

借
用
金
返
済
方
半
紙
證

借
用
金
年
賦
返
済
證

借
用
金
年
賦
返
金
證

依
御
相
談
二
左
之
金
御
預
り
申

上
ル
證
文
之
事

借
用
證
文
之
事

借
用
證
文

預
り
手
形

借
用
仕
候
證
文
之
事

借
用
仕
證
文
之
事

借
用
證
文
之
事

史

料

借
用
仕
米
之
事

借
用
證
文
之
事

名

明
治
四
年
十
二
月

明
治
四
年
十
一
月

明
治
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日

明
治
十
四
年
一
月
二
十
四
日

明
治
十
五
年
六
月

明
治
十
六
年
旧
二
月
二
十
六
日

明
治
十
六
年
八
月
二
十
五
日

明
治
十
八
年
一
月
十
五
日

明
治
十
一
年
四
月
十
日

明
治
十
六
年
四
月

明
治
十
八
年
七
月
十
七
日

慶
応
三
年
十
二
月

明
治
二
年
正
月

明
治
二
年
七
月

明
治
四
年
十
一
月

年

月

安
政
二
年
七
月

文
久
三
年
十
二
月

文
久
三
年
十
二
月

日

波
多
江
益
太
郎
汐
波
多
江
政
太
郎
宛

波
多
江
為
四
郎
、
他
二
名
方
波
多
江
磯
七
宛

波
多
江
益
太
郎
、
他
汐
波
多
江
彦
蔵
宛

（
明
治
―
一
年
借
金
の
一
―
年
賦
返
済
約
定
）

借
主
波
多
江
為
四
郎
、
他
二
名
、
証
人
富
永
惣
七
必

西
原
藤
三
郎
、
他
二
名
宛

西
原
藤
三
郎
、
他
一
名
宛

波
多
江
為
四
郎
、
他
二
名
（
正
金
百
両
、
米
三
〇

俵
の
借
用
）

波
多
江
儀
三
次
、
他
一
名
汐
波
多
江
真
左
衛
門
宛

波
多
江
為
四
郎
汐
波
多
江
才
八
宛

摘

要

高
来
寺
村
藤
助
必
波
多
江
村
三
右
衛
門
宛

波
多
江
村
組
頭
吉
次
、
他
四
名
必
岩
田
嘉
八
郎
宛

（
百
姓
指
支
二
付
非
常
御
手
当
金
借
用
）

潤
村
組
頭
四
名
同
村
庄
屋
又
三
郎
右
丸
田
庄
平
、

他
五
名
宛
（
百
姓
困
窮
に
付
）

本
村
文
五
郎
汐
中
町
為
四
郎
宛

借
用
主
徳
藤
寺
、
彦
七
必
当
村
庄
屋
為
四
郎
宛

多
久
村
卯
三
郎
他
一
名
汐
有
田
村
又
五
郎
宛

波
多
江
村
波
多
江
為
四
郎
、
他
二
名
汐
大
門
村
儀

右
衛
門
宛

宮
川
代
次
郎
宛

数

量一通
一
通

一
通

一
通
一
通
一
通
一
通

一
通

一
通

一
冊
一
冊
一
通
一
通
一
通
一
冊
一
冊
一
通

一
冊

一
四
六

一
四
七

一
四
八

一
四
九

一
五

0

一
五
一

一
五
二

一
五
三

一
五
四

一
五
五

一
五
六

一
五
七

一
五
八

一
五
九

一
六
〇

一
六

整
理
番
号

一
四
五
二
0
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領返借当諸

収 済銀時貸 口 史
證差貸
證書引金附
算之差
用覚引

料
覚 日
記

名

年明明亥明
代治治年十 治 年
不二以 九
詳十降二年

月十
年
十月 月

月
日

十
日

日

慶 波
多

卯 江
為 摘

郎 四
汐 郎
波 巳多 ロ
江
為
四
郎
ヽ

他
宛

要

数

'.''.  . 
量袋通冊通冊

整

.'.''  
理

八八八八七
番

三ニー〇九
万ロ

2
 

金
借
用
證

金
借
用
證

金
借
用
證

金
借
用
證

金
受
取
證

金
借
用
證

地
所
書
入
金
借
用
證

書
入
質
金
借
用
證

書
入
質
金
借
用
證

地
所
書
入
金
借
用
證

書
入
質
金
借
用
證

地
所
書
入
金
借
用
證

地
所
書
入
金
借
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證

史

料

名

貸

借

関

係

書

類

明
治
十
三
年
六
月
四
日

明
治
十
四
年
一
月
一
日

明
治
十
四
年
十
月
二
日

明
治
十
五
年
六
月
十
一
日

明
治
十
八
年
二
月
十
三
日

明
治
―
―
十
年
八
月
十
二
日

明
治
十
六
年
一
月

明
治
十
六
年
六
月

明
治
十
六
年
四
月
二
十
日

明
治
十
六
年
七
月
九
日

明
治
十
七
年
一
月
二
十
日

明
治
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日

明
治
二
十
二
年
二
月
二
日

年

月

日

波
多
江
増
太
郎
ぷ
波
多
江
治
八
宛

波
多
江
増
太
郎
、
他
汐
波
多
江
才
八
宛

波
多
江
六
郎
右
波
多
江
為
四
郎
、
他
一
名
宛

波
多
江
益
太
郎
炒
児
田
原
亦
一
郎
宛

波
多
江
才
八
汐
波
多
江
益
太
郎
宛

波
多
江
為
四
郎
、
他
一
名
汐
津
田
勢
平
宛

波
多
江
益
太
郎
力
児
田
原
亦
一
郎
宛

波
多
江
益
太
郎
汐
波
多
江
半
四
郎
宛

波
多
江
為
四
郎
炒

波
多
江
益
太
郎
炒
池
田
村
三
鳥
藤
七
宛

波
多
江
為
四
郎
汐
波
多
江
平
四
郎
宛

波
多
江
為
四
郎
、
他
汐
津
田
勢
平
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波
多
江
益
太
郎
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他
汐
徳
永
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三
郎
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一
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一
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七
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四
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量
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理
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波多證今宿 々多間文久覚中弘化 史
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麿
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名
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四
年
十
二
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明
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講
金
受
取
）

青
柳
良
平
、
他

（
講
の
引
当
人
）

（
潤
村
仕
組
調
べ
、
他
に
浜
崎
五
ケ
浦
屋
講
）

摘

波
多
江
益
太
郎

要

一
通
一
冊
一
冊
一
綴

一
冊
一
通一綴

一
冊

数

冊冊 I量

ニ
四
二

ニ四―――

ニ
四
四

ニ
四
五

二
三
八

二
三
九

ニ
四

0

ニ
四
一

整
理
番
号

一

六

一

七

- 36-



誓志 元 元手分
紙摩形子文仕井文鑑限史
前郡仕共五｝レ女五 帳
書波立拾年分房年
案多分壱名 子拾
江書歳子共壱 料
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人帳上仕 折以
彿相子立上
帳書井紙本
越女御百 名
判房 判姓
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保保 文 文永代年
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三年 四
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日
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多 村田
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帳
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数
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細
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具
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帳
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道
具
諸
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附
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帳
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人
衆
工
数
之
覚

覚覚控
史
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名

会 明
治
五
年
四
月

明
治
六
年
正
月

明
治
六
年
正
月

年
代
不
詳

年
代
不
詳

年
代
不
詳

年
代
不
詳
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人
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・
手
間
賃
）

藤
助
、
他
（
エ
数
・
作
料
な
ど
）

（
米
・
徳
米
・
夫
銭
な
ど
）

又
三
郎
手
控

隠
居
又
三
郎
改

（
本
村
文
吾
方
へ
品
々
持
遣
し
候
覚
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月

日
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要
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冊
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一
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冊
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量
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四
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覚
史

料

名

ロ

年
代
不
詳

年

月

世

相

・

風

俗

日

（
肝
人
の
不
吉
な
迷
信
）
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要

数

一
通 量

二
七

整理番号

志家家 払 払 払 宗 志波 志
乍摩名督 證 證 證 旨候門摩多候門摩 史

恐御郡波 相続 相続 拠 拠 拠 御書重郡江書重郡
之 之 之 改物畳波村物畳波

願多届 事 事 事 二之御多宗之御多
申江 ヽ

付事改江旨事改江
上村他 請 被村御 被村

料

Jレ組諸 表n豆 成中改 成中
口頭願 拠 二切帳 二切
上彦 之 闘 付支
之三 事 仕丹 名
覚郎 上宗 上宗

代年明明 明 明 明 明 年慶 安
治和 治 治 治 治 代応 政 年
不―― 四 四 四 四 不四
詳十年 年 年 年 年 詳年 年
四汐 四 四 四 七 九
年天 月 月 月 月 月 月 月二保
月五
年

日

ヘ ヘ 天 肥 肥 波 波 波
親 本山へ草四波後波後へ多 多 門多
道 広士荒名多国多国原江 江 宛江
円 家』ii日江天江天田村 村 村 摘
奉 家 ‘内雇村草村草雄庄 庄 庄
公 督他村稼徳郡徳郡太屋 屋 屋
の 続相三観に応才応オ郎波 為 又

ts 名音付ッ寺宛津村 寺津と多 四
のシ寺 宛村そ江 郎 郎
事 ぷ ＾光 光の為

ヽ ヽ

'-ノ 波 天蓮 蓮母四 同 他
多 草寺 寺の郎汐 村 五
江 上古 方請 組 名
村 原筑 筑証原 頭 汐

徳 〖星
前文田 吉

応 璽,c』‘ ツ種 田 要
専

寺 ‘摩 摩生 右
宛 他郡 郡 宛 衛

数

通綴通 通 通 通 通 通冊 通 量

整

七二 七
理
番—一ノ'ヽノ'‘ 七 ノ＇‘ 

゜
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五八七

゜
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覚 部岡御 波側 波東救荒 寡寡達 志極長長長原 志

客諸方多候卵 多海 婦婦書 恐摩々者寿寿者寿之 田之摩 史
忠様 江品巣 江道便給給 御郡喜貧 雄事郡
孝御ヨ益付嚢

仕村大摘要覧助助 願波 緒由緒由人太 波
等見リ太 腫 地金金 申多 謂方郎多
四舞覚 進郎 痛 上震 領領 上江御拝拝書 江

料
名 物不 二 候 収収 ル村救米物領領写に 村

連 麟 附 指 證證 口庄 物覚 強 仕

署 御 出 上屋願覚 盗 上
書 気 見 之 之組上へへ 押 ｝レ

状 二 舞 事 覚頭 仮仮 入 指 名

付 平又 乍 題-題、ーノ る 出
事

八 六年 昭 明 文年年明明辛 慶文明寛寛明 年

i 十月 代不 和 治 久代代治治未 応久和政政治 代 年
二不不二二三 三三三八八二 不

八 五詳 年 十 年詳詳＋十月 年年年年年十 詳
日 日 九 五 :t 九九 十正二九月 九四

月 年 年年 一月月 月年 月
旧

九月 三月
月 旧

日 四
月 ~ 日

日
日

国 岡 洞 又各へ波波波＾ 波波へ＾ 波 ヘ
分世部 セヘ三 多多多と救米士多多百一 多 博

長話忠 ツ士馬郎所江江江め 御江江姓九 江 突

治な笑 ロ必震夫種ウウ母の郡村村文四 為 打 摘
郎ど ‘早度 タタ極件ヽ御組役七才 四 誓妙の他 他良調 汐方老役頭人‘‘ 郎
波御三 疱・査 福福に 所伝汐ー百 必 逃

多江 礼ッ名汐
癒志- 岡岡付 宛三御八姓 洞 亡
の磨 県県‘ ＾郎郡八萬 保 ヽ

弥 波 た・ 知知二 産‘代オ平 平

右 多 め柏 事事人 子他御
ヽ ヽ

宛

衛 江 死土 岩岩扶 養育ー役妻他
門 誓 去御 村村高 持 名汐 所ーに
宛 の郡 吉向 をギ 難 宛六妻
衛 報代 俊俊宛 下 悶羹

ヽ

籍 門 告御 宛す 才子 要
別 -役 ヽ

:! 
ヽ ヽ

ヘ
泣又 餞 所 孫
取 別 宛

'---ノ
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巡 波種 出 祭文 波波婚結結婚婚志
費査前多雄付産 多懺多二姻指婚候婚状書姻礼之摩 史
ー波工江祝 之 江 江指之合祝品祝 二御事郡
切多進為儀 節 誓 三合節客会附会井付肴 波記江物四ー 開 木記進見二 二返‘代 多
録彦記郎切 衛 婚録物舞付 付書所覚 江

料蔵 盆買 方 門 姻 諸ー諸 指共々帳 村
死 祭物 見 喜

二 買切方 合写カ 仕
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付 必 物 物 切 祝

旦
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諸 霊 品 記 井 儀 候 出
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年旧 旧 年 月 年 年 平 月月 月
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月

年
代
不
詳

年
代
不
詳

明
治
五
年

明
治
五
年
（
力
）

明
治
四
年
四
月

年
代
不
詳

明
治
六
年
（
力
）

年
代
不
詳

年
代
不
詳

年
代
不
詳

元
禄
十
五
年
正
月
吉
日

宝
暦
四
年
二
月

年

月

日

（
鍛
冶
物
系
図
）

（
地
誌
、
御
笠
郡
一
九
所
、
那
珂
郡
七
所
、

郡
五
所
）

（
手
習
本
）

（
手
習
本
）

（
紙
背
に
地
方
関
係
記
事
あ
り
）

（
習
字
）

（
習
字
手
本
）

（
千
字
文
）

波
多
江
益
太
郎
（
習
字
手
本
）

波
多
江
益
太
郎
（
習
字
手
本
）

摘

（
書
状
文
例
）

要

糟
屋

数

一
冊
二
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
袋
一
袋
一
冊
一
冊

一
冊
一
冊 量

四四

-o 
三
四
一

三
四
二

三
四
三

三
四
四

三
四
五

三
四
六

三
四
七

三
四
八

三
四
九

三
五
〇

三
五
一

三
五
二

三
五
三

-

1

一
五
四-i一五五

四

0
八

四

0
九

整
理
番
号
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史

料

名

地
理
初
歩
（
全
）

日
本
地
誌
略

H

新
撰
中
地
理
書
（
一
・
ニ
）

校
刻
日
本
外
史
（
足
利
氏
巻
七

し
九
）

新
編
内
国
小
史
（
上
・
下
巻
）

国
史
唱
歌
大
絵
巻

小
学
会
話
篇

小
学
読
本
（
巻
一
、
二
、
三
）

尋
常
小
学
第
四
読
本
（
上
・
下
巻
）

尋
常
小
学
第
三
読
本
（
上
・
下
巻
）

小
学
講
義
（
漢
文
全
書
、
第
五
編
）

初
学
入
門

修
身
初
訓

H

修
身
小
学
（
巻
二
、
三
、
四
、
五
）

修
身
教
科
書
（
巻
の
一
）

尋
常
小
学
修
身
書
（
巻
一
）

分
数
弐
題

幾
何
備
忘
録

博
物
学
ノ
ー
ト

簿
記
学
ノ
ー
ト

2

中、

明
治
三
十
二
年
二
月
十
日
発
行

明
治
七
年

明
治
七
、
十
二
年

明
治
十
九
年

明
治
十
九
年

明
治
二
十
六
年

明
治
十
五
年

明
治
十
五
年

明
治
十
八
年

明
治
三
十
五
年

明
治
四
十
三
年

明
治
十
三
年
八
月

明
治
二
十
七
年
四
月

明
治
末
期
（
力
）

年
代
不
詳

小
学
教
科
書

年

月

明
治
七
年

明
治
七
年

明
治
十
二
年

日

筆＾筆^ 黒田 村中新保 山
田

に・ 行孝磐 行
て鉛 元也次 元 I摘
記筆 氏著 編
すに 校 述
-て 閲
記
す
、ーノ

要

一
冊
一
冊一冊

一
冊

一
冊
一
冊
一
冊
二
冊
二
冊
二
冊
一
冊
一
冊
一
冊
四
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊
一
冊

数

量

三
六
〇

三
六
一

三
六
二

三
六
三

三
六
四

三
六
五

三
六
六

三
六
七

三
六
八

三
六
九

三
七

0

三
七
一

三
七
二

三
七
三

三
七
四

三
七
五

三
五
六

三
五
七

三
五
八

三
五
九

整
理
番
号
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新
築
上
棟
式
之
歌

校
用
品
購
求
簿

福
岡
県
私
立
教
育
会
雑
誌
（
第

一
号
）

試
験
問
題

警
察
陶
冶
篇
（
完
）

警
察
官
服
務
心
得
（
仮
題
）

史

料

算
術
筆
記

英
語
覚
帖
、
他

描
画
帖

漢
字
訓
読
帳
（
巻
之
一
）

作
文
講
備
書
類
一
件

霊
笙
（
巻
之
五
）

證
拠
任
命
證
（
仮
題
）

当
院
教
育
社
人
員
帳

試
験
表

試
験
問
題
集
（
仮
顆
）

名

明
治
二
十
二
年
四
月

明
治
二
十
二
年
十
一
月

明
治
中
期

明
治
年
間

明
治
二
十
二
年

年
代
不
詳

年
代
不
詳

年
代
不
詳

明
治
十
四
年
旧
九
月

年
代
不
詳

三
月
十
三
日

明
治
七
年
四
月

明
治
十
八
年
旧
二
月
十
五
日

明
治
二
十
二
年
四
月
九
日

明
治
十
六
年
十
一
月
十
二
日
方

同
月
十
七
日
迄

明
治
二
十
四
年
六
月
十
一
日

明
治
二
十
三
年
三
月
以
降

明
治
十
八
年
六
月
三
十
日
刊
行

年

月

日

（
志
摩
郡
波
多
江
尋
常
小
学
校
）

前
原
高
等
小
学
校
二
年
生
波
多
江
虎
助

福
岡
県
私
立
教
育
会

（
警
察
官
用
）

苫
元
太
郎

林
守
篤
編
（
絵
解
き
）

文
武
館
受
持
勝
山
雄
一
郎

第
一
五
区
調
書
（
小
学
校
世
話
役
申
付
）

波
多
江
彦
蔵

（
裏
紙
に
百
姓
の
徳
米
、
貢
米
の
記
事
）

摘

波
多
江
虎
助
（
他
に
雑
科
帳
な
ど
）

要

数

一
通
一
冊
一
冊

一
冊
一
冊
一
冊

八
冊
六
冊
一
冊
一
冊
一
冊

一
六
冊
一
冊
一
通
一
通
一
冊
一
冊
一
冊 量

三
八
八

三
八
九

三
九
〇

三
九
三
九
三
九

三
七
六

三
七
七

三
七
八

三
七
九

三
八
〇

三
八
一

三
八
二

三
八
三

三
八
四

三
八
五

三
八
六

三
八
七

整
理
番
号
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志 志 志今長桜井 志 弘産神太太

申助摩畠内摩申父摩江度得谷抜 登必宮化神社宰宰 史
上伝郡御伊郡上道郡村村之田 大弥之御三社仏府府

ル右波請勢波 Jレ円波十中ケ神 宮右文造丙参祖閣天天
口衛多申参多口百多六奉条御 司衛通改午道 満満
上門江上宮江上姓江天寄 社 様門 之三進寄師宮宮 料
之井村）レ仕村之市村神附 地 仕書 節月 数年故故
覚組頭事候百覚平組御志 掃 立状 ‘‘證実実
合取 二姓 乍頭供摩 除 渡 御桜井 拠 へへ
中百 付大 恐彦田郡 順 人 作之 巻巻
御姓 跡八 御三 塁

番 数 事大事 之之 名

願彦 田伝 願郎 Jしヽ、 書 所神 下上
‘ーノ '--ノ

文 文 文 享 明 年十 化弘保天天明 享貞享貞
政 政 化写保日治 代ー 年

五ツ十 不月 三九五ー一
年 年 年 年 十 詳二 年年年年年
五 五 閏 十

-1... 

十 八改八ノ‘

月 月 一ノ‘ 年
----'--- 月正月ノ‘ 月

月 月 旧 日

一 十ヘ 分明 五
治 日
五 十 日
年 ----'---

ノ‘

波 波 伊 波 富 原
参志多 摩多 藤 多 田

詣摩江 • 江 五 江 猪 伝
願・村 恰村 郎 村 右 摘
の恰頭 土庄 太 庄 賃 衛
件土取 御屋 夫 屋 門
ツ御百 郡弥 宛 ． 

＾ 
必

郡姓 蒻 ＾ 
組 ヽ 庄

代彦 伊 頭 晨御助 役門 勢 汐 宮
役‘ 所‘ 大 の 畠所他 宛他 神 件、一
宛一 七 宮 門

＾九 名 参 殿
伊名 方 詣 産
勢必
． 
の 孟 要

大早
早
件

神良
良 '--ノ 宛． 

宮・ 志

数

通
ヽ . . . . . 

通 通 通 他 通 通通 通通冊冊冊
量

整

四 四 四八 四四四四四
理
番

八 八 八の 八八八八八 万に

四 七 ノ__L.‘ 五二 四八三ニー

ー

車

ィ

ネ

宗

教

祇
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合高御子任今
鑑立雲記国記安 史
御山写中 観、地
国徳 世蔵
中応 十 音堂

言 菩縁
料所 薩記

起波任本神神御社伊

請文々多命朝社参拝 被神員勢 I史
当江證神 皇幸章参
山村へ社 溢御 宮
派山鼠考帳巻案内 萬
名伏'-../,,....._中 御 I料
跡大 餞

讐塁 贔 福徳
記夜 一血 國

之行 之 別
ロ 覚覧 控

ヽ
長

録燈 場 満 名
建 日 之 仏

祖 四 I名
代 ヽ

明 明 弘 天安
治 和 化 保永 年

年 二年年明明明明嘉
代 月代代治治治治永 I年

四 十五

平 年 年 三年七 年三

教 I不 四不不二七年三七
詳 日詳詳十年間十年

三冬 五二
月 月 月 正月

月
四 月

年
十年 月吉 I 月

日 月 月十 日

日 日 日

安 大＾
朝 政 台後 波多官幣浮羅波多波多 仁打官幣前筑

軒 ＝ 沙に 江中子江江事中国

喜 年 門連 摘
八 豪歌
月 潮集

村社道為益の社員 志 I摘
庄宮崎 春四太詳 摩
屋 撰郎郎細 郡

大あ
日

律師 -りヽ

里

市内 宮 '-../宮波多

山右 松講宮 松宮 江

講中
正
又

郎

口社
社汐 三町胃心

宛波多
波右
多衛

治 江 江門
種 要
写

増 益種 I要
太 太重
郎
塁宛

数 数

通 冊 冊 通冊
軍Eヨ

"'.  . .'.  . . 
袋 通通冊冊冊綴冊冊

里戸

整 整

五 四 四四
理

゜
九 九九

番

゜
八 一 七六

芍ロ

ノ‘

五 四四四四四四四 塁

゜
九五九四九三九ニー九九0 九八 八 号

I 
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年中 明王諸萬万雑科
日治代用遠日
諸の二記留宝記要
雑費十 書恵控帖
種記五 帳帳
費 年
記 旧

ーユ—

A' 
右
御
定

明 明天年安明年
治
二治十保代不政ー十治代不

十 十二詳年十ノ‘ 二詳

翡 五年 年
年三 二正
汐月 月月

月 写
十
七
日
改

塁 波多 早稲 ＾ 波多 波多
江 江田万覚江江

益 彦人帳増虎助
太 助ッ太

郎 種 郎
正

. .''.  .'  

冊冊冊冊冊冊冊

五五 五五五五
- 0 四 0 0 0 0 
〇九五七八五一

史

料

名

年

月

日

摘

要

数

量

整
理
番
弓ロ

J日記・記録

イ日記等

- 55-

雑年納 請墓
代所 取地 史
記へ 有:fr. ,,, 
出
頭 連
の 名

料

魯 簿

書

名

年年代 四 戌明
代月 年治 年
不不八 五二
詳詳日

十月 十二

四年
月

日五

i 
七
日 日

教；；；ホ 法応寺 波多江 行米善導寺 波多江

ツ往為之納彦 摘

生四内所方 蔵
記郎五
写 ‘俵波

他代‘多
一江
名 村
宛 庄
屋

鸞
門 要
宛

＾ 知

数

袋冊通 通冊
早旱

整

五 五 四
理

〇四 0 二九 番
- J... 

三 九
万に

ーノ'¥ -



大鑑記定 潤葉葉書書書書書書書書
阪札 史 へ書書状状状状状状状状 l史
毎 遣雑
日 候一
新 手括

抜聞 料 控 I料
抄
ノ 、ロ

名I雑 名書

明明明明 史 七
治治治治年 月 1年
三十九九 七 I I状
十五年年 料 日
五年三一

年キ~ 五旧月五月 月 1月
ノ月‘ 月 日

晶
日 1日

波波当 波波波波波波波波波波
多多家 多多多多多多多多多多
江江世 江江江江江江江江江江
為為話摘 為益為 宛又弥益為為為 I摘
四四人 四太四 三右太四四四
郎郎 郎郎郎 郎衛郎郎郎郎
宛＾ 必宛宛 宛門宛宛宛宛
和銃 村同 宛 (3)(2) (1) 

ー 利
挺助
の宛

喜
玉I I要

数

量一通
一
通
一
通
一
冊

数

量

三
七
通

ニ
ニ
通

ニ
四
通

ニ
ニ
通

―
二
通

二
―
通

二
0
通
一
袋

一
四
通
八
通
一
通

整
理
番
号

五
二
七

五
二
八

五
二
九

五
三
〇

整
理
番
号

五
一
五

五
一
六

五
一
七

五
一
八

五
一
九

五
二
〇

五
ニ
―

五
ニ
ニ

五
二
三

五
二
四

五
二
五
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日日絵

露清韓 露清 図類
史

新新韓

図他 地図 料

名

明明年代
治治 年
三三不
十十詳
七七

k絵図・地図

雑料史雑史 雑
證
議衆 ル戦車 史

(3) (料2)史(料1) 議院 趣意納献

有投員 書金追加
料

票
量； 二関 名
ス

年代年代年代
年 年 昭
代 代 和 年

不不不 不 不 七
詳詳詳 詳 詳 平

年年
月

月 十月
月 月

日
日 日

徊
に
ヽ

摘
日
露
陸
戦

盈
地
図

面
波 提

糸島
地落多江 村島津村

態 郡
給為．． 悶摘料ヽ四原大

郎‘ 牟中依村 畠
他田・ 長
二村六

ヽ

名方 分丁 他

副 原村

あ
り
、ーノ : ． 四郎

要 露 青 要
図

賃
． 

江
． 

数 数

枚枚袋 量 氏衣代衣 氏衣 通 冊 通
皿早

整 整

五五五
理
番 五五五 五 五 五

理
番

四＝一
万に

六五四
でにコ
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前筑国 原原改盆波多 波
田田正仮 多江 史
家家原題江
原伝士田ジ氏氏
田井記計言 諸系
家戦 家譜

料
伝功 系巻
記 図

及
び
戒 名
名

年代和明寛政年代
江明
戸治 年

不九五不
末期 年七

詳年年詳
七三 八
月月 月

月
三写
日 十

四
日
日

新石井 原^ 波多
橘
和

田江 種
六家儀 誌 摘

種大中平 箪
写司名種儀ヽ に． 
喜小他

名一 ぎ
• 名 あ
外 り

胄
、一

迄
改 要
名
付、ノ

数

---o 
量

冊冊冊冊 冊巻

整
理
番

ニーニ五 四〇
万ロ

B

系

譜・由緒書

状書綸軍軍

他旨 忠宛 忠宛 史

-汀状 ノ汀状ー

料

名

十月 年天天
代正正 年
九不十___,__
日詳三ノ年‘ 
年七
二月 月
月五
五日
日

日

原＾信了

＝田 文書偽、ーノ 種波方 栄方
郎 波多 摘
龍多

' 多

江江

民丹後

部宛 守宛
江
儀

塁
要

数

．．．． 
量通通通通

整
理

五六六六
番

一七五四
万ロ

A

中

世

史

料 波
多
江
正
実
氏
所
蔵
文
書

一
九
八

0
年
―
二
月
九
日

一
一
九
八
一
年
三
月
二
三
日

調
査
）

- 58-



状書 宝長
附永政 史

写百姓七公

二歳順 御代

申見覚
料渡上書

闘
向 名
二

閤 宝天
永七 保十

年
不
詳 年四
二年
月八

月
月

日

疇 尻田 小^  
彦右 川圏

せ御 摘
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図版 16 （波多江佐二氏所蔵文魯）
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